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序　　文

京都には数多くの有形無形の文化財が今も生き続けています。それら各々の歴史は長

く多岐にわたり、京都の文化の重厚さを物語っています。こうした中、地中に埋もれた

文化財（遺跡）は今は失われた京都の姿を浮かび上がらせてくれます。それは、平安京

建設以来1 2 0 0年以上にわたる都市の営みやその周りに広がる姿をも再現してくれます。

一つ一つの発掘調査からわかってくる事実もさることながら、その積み重ねによってよ

り広範囲な地域の動向も理解できることにつながります。

財団法人京都市埋蔵文化財研究所は、こうした成果を現地説明会や写真展、考古資料

館での展示、ホームページでの情報発信などを通じて広く公開することで市民の皆様へ

京都の歴史像をより実態的に理解していただけるよう取り組んでいます。また、小学校

などでの地域学習ヘの成果の活用も、遺物の展示や体験授業を通じて実施しています。

今後、さらに埋蔵文化財の発掘調査成果の活用をはかっていきたいと願っています。

研究所では、平成1 3年度より一つ一つの発掘調査について報告書を発刊し、その成果

を公開しています。調査面積が十数平方米から、数千平方米におよぶ大規模調査まであ

りますが、こうした報告書の積み重ねによって各地域の歴史がより広く深く理解できる

こととなります。

このたび市街地再開発計画に伴う平安京跡の発掘調査成果を報告いたします。本報告

書の内容につきましてお気付きのことがございましたら、ご教示たまわりますようお願

い申し上げます。

末尾ではありますが、当調査に際して御協力と御支援をたまわりました多くの関係者

各位に厚くお礼と感謝を申し上げる次第です。

平成14年５月

財団法人　京都市埋蔵文化財研究所

所　長　　　川　上　　　貢
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９ 使 用標 高 T.P.：東京湾平均海面高度

10 使用基準点 京都市が設置した京都市遺跡発掘調査基準点（一級基準点）を使用した。

11 使用土色名 農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版　標準土色帖』に準じた。

12 遺 構番 号 通し番号を付け、遺構種類を前に付した。

13 遺 物番 号 土器類・石製品に通し番号を付し、瓦類・金属製品・木製品・骨は種類

別に番号を付した。

14 掲 載写 真 村井伸也・幸明綾子

15 遺 物復 元 村上　勉・出水みゆき

16 基準点測量 宮原健吾

17 本 書作 成 平尾政幸・山口　真・永田宗秀

1 8 編集・調整 児玉光世・清藤玲子・近藤章子

18 航 空写 真 図版に使用した航空写真は都市

整備公団の提供による。

（調査地点図）
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平安京右京六条一坊・左京六条一坊跡

１．調査経過

今回報告する一連の調査は、住宅都市整備公団（現都市整備公団、以下公団とする）により、

平成３年度から14年度にかけて実施されたＪＲ丹波口駅周辺市街地再開発計画に伴うものである。

再開発の対象範囲は、現五条通とJ R山陰線が交差する周辺の東西約7 0 0ⅿ×南北約5 0 0ⅿの広範

な地域で、平安京朱雀大路およびその両側の、左京六条一坊一・二・三町・右京六条一坊三・

四・五・六・十一・十二・十三・十四町に該当する。

今回の調査対象地および周辺は、これまでに左京六条一坊八町に該当する旧専売公社五条工場

跡地の東半部、右京七条一坊二・三・四町に該当する京都中央卸売市場場内、八町の京都市立朱

雀第三小学校内、また今回の再開発対象地域に含まれる範囲でも公団関連以外に右京六条一坊

五・六・十一・十二・十三・十四町の大阪ガス京都工場跡地など多数の埋蔵文化財発掘調査が実

施され、平安京内では比較的調査密度の高い地域のひとつである。

こうした調査によって、条坊関連遺構や邸宅跡を構成する建物・溝・井戸など平安時代前期の

遺構群や平安時代後期から鎌倉時代の建物・溝・井戸などの遺構、あるいは縄文時代から古墳時

代の平安京造営以前の遺構・遺物が多数検出されるなど多くの成果を得ている。

今回は、朱雀大路および左京側（以下H K地区とする）では、主として日本たばこ産業敷地（旧

専売公社五条工場跡地）の南西部、現万寿寺通の北側と千本通の東側に沿った地域で、両街路の

拡幅部分を対象に、この地区としては５～８次の４次にわたる調査を実施し、また右京側（以下

X F地区とする）では、大阪ガス京都工場跡地北部と国道９号線（現五条通）拡幅に伴う住宅地等

の区画整理区域を対象として、８～1 1次および1 3～1 9次の1 1次にわたる調査を実施した（図１・

表１）。

これらの調査の結果、H K地区では朱雀大路東側溝、樋口小路北側溝、坊城小路西側溝など平安

京の条坊関連遺構や鎌倉時代の井戸を、X F地区でも楊梅小路北側溝、西坊城小路側溝など条坊関

連遺構のほか、建物や井戸、溝など邸宅の一部とみられる遺構群や京内を流れる川跡など平安時

代前期の遺構、また御堂や苑池を伴う鎌倉時代の邸宅、近世の遺構としては御土居の濠、さらに

縄文時代から古墳時代の遺物を含む流路や湿地跡などの下層遺構を検出し、周辺の調査と同様に

重要な成果を得ることができた。

これら総数1 5次、調査区にして4 0箇所の調査に関して、以下この章では調査を実施した年度毎

に各調査について概述する。ただし、２章では同一遺構の延長を異なる年次で調査した事例も多

く、重複を避けるため各調査で検出した遺構について平安京の町単位にまとめ、遺物については

３章で時期ごとに記述を進めることにしたい。

－1－



－2－

図１　調査位置図（１：4,000）



－3－

表１　調査一覧表



（１）平成３年度の調査

HK地区５次調査を実施した。

H K地区５次調査（図２～５、図版３～６）

調査地は、現万寿寺通と千本通の拡幅予定部分

に沿う東西約1 7 5ⅿ、南北3 8ⅿの横Ｌ字形の地

区である。調査区の幅が狭く町の主要な部分に

はかからないが、東西方向部分が左京六条一坊

一町の南辺、南北方向部分が朱雀大路の路面に

該当し、主に同大路や樋口小路・坊城小路の側

溝など平安京条坊街路に関連する遺構の検出が

期待された。

調査は専売公社時代の建物基礎や既存建物の

解体工事に伴う廃材搬出路の確保などを考慮し、

全体を６区の調査区に分割し実施した。土層堆

積は現表土下約1 . 5ⅿまで専売公社五条工場の建

設に伴う整地層、その下に約0 . 1 5～0 . 2ⅿの旧耕

土があり、それを除くと遺構面が現れる。この

面で近世から平安時代までのすべての遺構を検

出した。遺構の大半は近世以降の土取り跡と思

われる土壙であるが、このほか平安・鎌倉時代

の遺構としては、予想された朱雀大路東側溝、

樋口小路北側溝、坊城小路西側溝などの条坊関

連遺構や、石組みの井戸などを検出した。

朱雀大路東側溝は新旧の２条（S D 0 1：1 2世

紀、S D 0 2：1 3世紀）があり、新しい方が西に

－4－

図３　H K地区５次調査１・３区平面図（１：2 0 0）図２　HK地区５次調査前全景
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図４　HK地区５次調査２・４・６区平面図（１：200）



－6－

図５　HK地区５次調査５区平面図（１：200）



約３ⅿ移動している。S D 0 1からは少量の土器類の他、「南無大日□□如来カ」と墨書された木簡

や牛馬の肢骨・頭骨のほか、ヒトの下顎骨（成人男性）が１点出土した。樋口小路北側溝も南北

に接して２条（S D 0 3・0 4）検出し、時期も朱雀大路東側溝に対応している。古い北側のS D 0 3の

一部では下層から1 0世紀代の遺物が出土しており、前身の溝の存在が想定できる。この両側溝が

1 3世紀代になっていずれも道路側に移動している点は興味深い。坊城小路西側溝は東側が基礎で

破壊されており1 2世紀代のものを１条（S D 0 5）検出しただけだが、他の側溝の状況からみてこの

東側に新しい段階の溝が存在した可能性もある。石組み井戸（S E 0 6）は鎌倉時代後半のもので、

自然石を用いた石組みの井戸である。石組み内から土師器を主体とする多量の土器類が出土した。

（２）平成５年度の調査

この年度はHK地区６次調査とXF地区８次調査を実施した。

HK地区６次調査（図６～８、図版６） 調査地は５次調査東西方向部分の南方約50ⅿにあたり、

左京六条一坊二町に該当する。調査対象地の地

下は専売公社五条工場施設の影響を大きく受け

ていると予想されたため、朱雀大路東側溝推定

位置があたる敷地西部と東部の２箇所に小トレ

ンチを設け試掘調査を行った。その結果、敷地

東部の２箇所の試掘トレンチでは工場施設の基

礎などにより遺構面が破壊されていたが、最西

部のトレンチでは朱雀大路東側溝とみられる溝

跡を確認した。そのためこのトレンチを拡張す

る形で発掘調査を行い、朱雀大路東側溝や井戸

を検出した。朱雀大路東側溝は５次調査と同様

に平安時代後期と鎌倉時代初頭の２時期

（S D 0 1・S D 0 2）のものを検出した。後者が西

に移動している点も５次調査と同様である。調

査範囲の制約から大部分がS D 0 1の東肩部を検

出したにとどまった。井戸（S E 0 7）は堆積土

中から少量の木片が出土したが構造は不明、遺

物も少なく時期も特定できなかった。

X F地区８次調査（図９～1 2、図版８～1 2）

調査区は京都リサーチパーク北辺部に位置し、

右京六条一坊六町の南部域に該当する。対象地

は六町南端部から約3 0 m北方、六町の東西端を

含む長さ約1 2 0 m、幅2 0 mの帯状の部分で、現

－7－

図７　HK地区６次調査１区平面図（１：200）

図６　HK地区６次調査前全景



況はリサーチパークおよび地下駐車場

への通路とその北側の緑地として利用

されている地帯である。当地周辺では、

これまでの調査で六町南端部および楊

梅小路をはさんだ南側の五町に該当す

るリサーチパーク敷地内で、一町全域

を占有する大規模な邸宅跡、また西側

の皇嘉門大路を隔てた十一・十二・十

三・十四町の調査では建物・井戸・溝

など多数の遺構が検出されており、平安時代前期の遺構の遺存状況が良好な地域である。調査区

はリサーチパークおよび駐車場への通行の確保、ケーブル・ガス・水道・下水など既設の埋設物

あるいはそれらの移設工事との関連を考慮して５分割した。調査の結果、埋設管の掘形や近世の

土取で破壊されていた部分を除き遺構の残存状態は概ね良好で、縄文時代から古墳時代の遺物を

含む湿地（旧流路）、それを埋め立てた遺物を多量に含む平安時代前期の整地層・建物・井戸、平

安時代後期から鎌倉時代の建物・井戸・溝・池などを検出した。

平安時代前期の主な遺構としては掘立柱建物（S B 0 9・S B 1 0）、柵（S A 1 1・S A 1 2）、井戸

（S E 1 3）、土壙（S K 1 4）、湿地および整地層（S X 1 5）がある。建物のうち全体の平面形状が判明

したのはS B 0 9だけで、南北２間×東西３間、柱間は南北が2 . 4 m、東西が2 . 1 mの小規模な建物で

ある。井戸SE13は一辺約1.2mの方形の縦板組、井戸内から土器類がまとまって出土した。

平安時代後期から鎌倉時代の遺構には掘立柱建物（S B 1 6・S B 1 7・S B 1 8）、柵（S A 1 9）、門跡

と思われる一対の柱穴（S B 2 0）、井戸（S E 2 1・S E 2 2）、土壙（S K 2 3）、溝（S D 2 4・S D 2 5）、池

（S G 2 6）と池中の礎石列（S X 2 7）などがある。調査区東南部で一部を検出した建物S B 1 8は、２

次調査で検出している建物5 3あるいは5 7に関連する可能性がある。溝S D 2 4・S D 2 5は西坊城小路

の西側溝、東側のS D 2 5が平安時代後期、S D 2 4は平安時代末期から鎌倉時代のものであるが、後

者は堆積状況や重なりから、さらにいくつかの小期に分けることができる。S E 2 1は部材の痕跡を

－8－

図８　HK地区６次調査２・３区平面図（１：200）

図９　XF地区８次調査前全景 図10 XF地区８次調査風景
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図11 XF地区８次調査１・２・４区平面図（１：200）
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図12 XF地区８次調査３・５区平面図（１：200）



ほとんどとどめず、構造は不明だが、最下段の横桟がわずかに残存しており方形を呈するものと

考えられる。S E 2 2はS D 2 4を切って成立しており、それ以後のものであるが、遺物には時期差は

ほとんどみられない。調査地西半では下層に縄文時代から古墳時代の遺物を含む湿地を検出した

が、池S G 2 6はこの湿地状の地形を利用して造られており、南岸で拳大の礫を用いた洲浜の一部を

確認した。

（３）平成６年度の調査

XF地区９次および10次調査を実施した。

XF地区９次調査（図13・15～19、図版12～14） ９次調査は１・２・４区を京都リサーチパー

ク北側、８次調査３区の北および西側の右京六条一坊六町南部域、３区を約3 0 0ⅿ西方の大阪ガス

京都工場跡地内の公団仮事務所の建設予定地である右京六条一坊十四町の西部に設定した。リサ

ーチパーク北側の調査では４区で、８次調査で検出した池S G 2 6の北岸や池の北側に東西方向の石

列（S X 2 8）を確認したほか、１区では８次調査３区から続く湿地と平安時代前期の整地層の一部

（S X 1 5）、平安時代後期の溝（S D 2 9）、井戸（S E 3 0）、平安時代末から鎌倉時代の井戸（SE31 ・

S E 3 2）、土壙（S K 3 3）などを検出した。池S G 2 6の北岸は８次調査で確認していた南岸が礫を用

いた洲浜であったのに対して礫はほとんど認められず、汀沿いに細砂が敷かれていた。S X 1 5の東

肩付近からは平安時代前期の遺物がまとまって出土している。３基の井戸はいずれも構造は方形

縦板組だが、部材の残存状況は良くない。S E 3 1は溝S D 2 9を切って成立している。S D 2 9は五町南

北ほぼ中央に位置する東西溝で、東一・二行界付近で途切れている。８次調査と同様に西半の下

層に古墳時代の遺物を含む湿地が広がっている。遺物は主に土器類と瓦類で、S E 3 0・S E 3 2・

S G 2 6・S K 3 3などから平安時代後期から鎌倉時代の土器類がまとまって出土したほか、S X 1 5から

平安時代前期、下層の湿地から古墳時代の土師器・須恵器が、また土取り跡から尖頭器が１点出

土している。

十四町に設定した３区では、近現代の遺物を含む整地層と旧耕土を確認したほか顕著な遺構は

無く、その下層に調査区全面に広がる旧流路の一部とみられる砂礫層を確認したにとどまった。
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図13 XF地区９次調査風景（写真測量） 図14 XF地区10次調査前全景



X F地区1 0次調査（図1 4・2 0～2 4、図版1 5～1 7） 1 0次調査は旧大阪ガス京都工場敷地西部で

実施した。調査区は南側の１区と９次調査３区を挟んで現五条通に接する敷地北西隅の２区の２

箇所を設定した。１区の予定地は南北7 2 m、東西4 5 mの範囲であったが、北西部分は９次調査３

区において旧河川の流路跡を確認しており、顕著な遺構の残存している可能性が少ないと判断さ
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図15 XF地区９次調査１区平面図（１：200）
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図16 XF地区９次調査２・４区平面図（１：200）

図17 XF地区９次調査石列 図18 XF地区９次調査池下層断面



れたため北西の一部を除外した。この１区の東および南側では以前に７次調査を実施しており、

建物群や溝など平安時代前期の遺構を多数検出している。２区は平成７年度以降の調査対象地で

ある現五条通の拡幅予定地の最西部にあたるが、以後の調査のための仮設事務所の建設予定地、

東西20m、南北18m、約360㎡について先行して調査を行うことになった。

調査の結果、１区では古墳時代から平安時代後期の旧流路跡（S D 3 4）によって調査区西部が広

範に削平されていたが、７次調査で一部を確認していた楊梅小路の北側溝の延長（S D 3 5・S D 3 6）

を追認したほか、その北部に溝（S D 3 7）、井戸（S E 3 8・S E 3 9・S E 4 0）、掘立柱建物（S B 4 1・

S B 4 2・S B 4 3）、柵（S A 4 4・S A 4 5・S A 4 6、S A 4 8）、土壙（S K 4 7）など平安時代前半期の遺構を

検出した。２区は１区で検出した流路の延長上に位置しており、この流路の対岸の状況の確認を

調査の主眼においた。しかし、この調査区では、一部に平安時代の柱穴と遺物包含層を検出した

のみで、その下層には古墳時代の遺物を少量含む流路の堆積を確認したにとどまり、これらの流

路の西岸を検出することはできなかった。

S D 3 4は調査区（１区）内では全体的には北東から南西方向に向かう流れを形成しているが、局

所的には北西から南東へと大きく蛇行した状況を示す部分も認められた。下層の数箇所で古墳時

代や弥生時代の遺物を含む層が確認できたが、大部分の堆積が平安時代前期以降のものである。
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図19 XF地区９次調査３区平面図（１：200）



この河川は１区南東隅を残して、それより東には及んでおらず、東岸以東の高まりの部分には井

戸・柵列・溝など平安時代前期の遺構群が良好に残存していた。この東岸寄りの堆積（流路１）

が平安時代のものとしては最も古く、９世紀前半の遺物が出土する。これ以降の流路堆積の全般

的な傾向としては流れの中心が漸時西部に移動していったようであるが、堆積の重複状況は複雑

で、一旦整地され陸化した部分が、その後再移動した流路によって削平を受けたと思われるとこ

ろも見受けられた。１区の範囲内では最も西部に位置する流路５が平安時代のものとしては最も

新しく、12世紀代の土器・瓦などが出土している。

遺物は川跡およびそれを埋め立てた整地層から出土したものが数量的に主体を占める。これら

の遺物の時期は平安時代前期から後期にまで及んでいるが、各流路の肩部付近の堆積層や、整地

層の各単位から出土したものは、それぞれ型式的まとまりを持つものも多く、また破片も比較的

大きなものが含まれている。このほか井戸S E 3 9・S E 4 0から９世紀初頭、溝S D 3 5から９世紀後半

の土器類が比較的まとまって出土した。S D 3 4の流路５上層からは平安時代末頃の軒丸瓦など瓦類

が、また下層流路からは古墳時代の土器類に混じって少量の弥生土器、大型の石包丁などが出土

した。
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図20 XF地区10次調査１区北部平面図（１：300）



図21 XF地区10次調査１区南部平面図（１：300）

図22 XF地区10次調査SE38 図23 XF地区10次調査SE40
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（４）平成７年度の調査

HK地区７次調査とXF地区11次調査を実施した。

H K地区７次調査（図2 5・2 6、図版７） 調査区は５次調査の南北方向部の延長部で、千本通の

拡幅予定地の最南部にあたる。この調査では調査区が路面のほぼ中央ということもあって平安時

代の顕著な遺構は無かったが、平安時代末から鎌倉時代の遺物を含む湿地状の堆積、近世の土取

り跡とみられる土壙などを検出した。

X F地区1 1次調査（図2 7～3 1、図版1 7～2 1）

大阪ガス京都工場跡地北部の現五条通に沿った

拡幅予定部分で実施した。対象地は東西約2 0 0

ⅿで、東半が右京六条一坊十一町、西半が十四

町の北部に該当する。十四町側の西部は1 0次調

査で既に流路状の堆積を確認している。また、

周辺での既往の調査の概略をみると、右京六条

一坊十一町では５次調査でその南半を、十四町

では７次調査３区で南東部、９次調査で南北中
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図24 XF地区10次調査２区平面図（１：200）

図25 HK地区７次調査前全景



央部西側の一部、1 0次調査で南西部および北西の一部

を対象とした発掘調査を実施している。対象地には大

阪ガス京都工場当時の建物や工場施設の基礎が多数残

っていたため、旧施設の配置図等を参考に十一町側は

基礎跡や現状で通路として使用されている部分を避け

１～４区に、十四町側では調査前に行われた旧基礎の

撤去工事ののち、地下施設のあった体育館基礎を除く

予定地のほぼ全域を５区として調査区を設定した。

調査の結果、配置図に記録されていたもの以外の建

物やタンクなどの基礎で破壊されていた部分が多かっ

た。特に５区ではその傾向が顕著であったが、そのほ

かの部分では平安時代前期の遺構が比較的良好に遺存

していた。十一町では掘立柱建物（S B 4 9）、井戸

（S E 5 0・S E 5 1・S E 5 2）、整地層など平安時代の遺構、

また下層には少量ではあるが縄文・古墳時代の遺物を

含む川跡（S D 5 3）、十四町では掘立柱建物（S B 5 4・

S B 5 5・S B 5 6・S B 5 7・S B 5 8）や柵の一部とみられる

柱穴列（S A 5 9・S A 6 0・S A 6 1・S A 6 2・S A 6 3・

S A 6 4）、川跡（S D 6 5）、鎌倉時代の溝（S D 6 6）を検

出した。十一町の５区東端で検出した川跡（S D 5 3）

は最終的には湿地状になっており、平安遷都後に上部

が整地されたようで、平安時代前期の遺物が多数出土

している。この状況は五町北西部の湿地と共通してお

り、これらが一連のものである可能性が高い。十四町の平安時代の川跡（S D 6 5）は調査区西端付

近でその東肩を検出した10次調査のSD34の流路１～３の上流部にあたる。
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図26 HK地区７次調査平面図（１：200）

図27 XF地区11次調査前全景 図28 XF地区11次調査風景
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図29 XF地区11次調査５区東部平面図（１：300）
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図30 XF地区11次調査５区西部平面図（１：300）
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図31 XF地区11次調査１～４区平面図（１：300）



（５）平成８年度の調査

千本通の拡幅予定地でH K地区８

次調査を実施した。

H K地区８次調査（図3 2～3 4、図

版７） 調査区は７次調査の北に位

置する。調査予定地の北寄りに排水

管が敷設されていたため、調査区を

南北に分割し（北から１・２区）、

調査を進めた。１区では基礎跡など

現代の掘り込みによって、また２区

北端部以南では土取り跡や近世以降

の流路あるいは湿地状の遺構の一部

と考えられる泥土層の厚さ約１ⅿに

わたって堆積がみられ遺構の残存状

況は良くなかった。しかし、１区の

中央南寄りと２区の北端付近の２箇

所では朱雀大路路面と考えられる整

地面（S F 0 8）を検出した。路面の

整地層は小礫や瓦を含む茶褐色の粘

質土と泥砂の混じるもので、地山の

茶褐色砂泥上に厚さ約1 0㎝ほどを確

認している。また２区の北端では轍

とみられる、断面が緩いＵ字形を呈

する溝を数条重複して検出した。

－22－

図34 HK地区８次調査平面図（１：200）

図32 HK地区８次調査前全景 図33 HK地区８次調査朱雀大路路面



この周辺の朱雀大路関係の調査ではこれまで５次調査・６次調査で東側溝を確認していたが、

路面そのものの検出は今回が初めてである。７次調査と同様に調査区が大路のほぼ中央部のため、

他の平安時代の遺構は検出していないが、近接した地点で朱雀大路の側溝と路面が確認できたこ

とは重要である。今回検出した路面は出土遺物が非常にわずかであるため時期決定に困難を伴う

が、出土した瓦の時期や５次・６次調査での側溝の時期が平安時代末から鎌倉時代に属すことか

ら、ほぼ同時期のものと考えられる。

（６）平成９年度の調査

XF地区13次調査を実施した。

X F地区1 3次調査（図3 5～3 9、図版2 1～2 4） 場所はX F地区８次・９次調査地の北および東側

で、右京六条一坊六町と西坊城小路を隔てた三町の一部に該当する。対象地がビルや民家の跡地

など、道路に区切られた小規模な単位に分散しており、１～５区の調査区を設定し順次調査を進

めた。

調査の結果、後世の土取りが激しく遺構の残存状況はあまり良いとはいえない状態ではあった

が、平安時代前期の柱穴、鎌倉時代の柱穴・溝・井戸・西坊城小路の西側溝を検出した。さらに

１区では西肩の一部ではあるが、御土居の濠（SD67）を検出している。

１区の井戸SE68は二町域で検出した唯一の平安時代の遺構である。小規模で構造の痕跡も無く、

素掘りの井戸かと思われる。

２区では西坊城小路の検出が期待されたが土取りのため路面や東側溝は明らかにできず、西側

溝（S D 2 4）のみを検出した。西側溝は数時期のものが重複しており４条を確認したが、主体は鎌

倉時代前半である。S D 2 4からは土師器や瓦器などが出土している。他の西坊城小路西側溝群から

は遺物はさほど出土しなかった。また２区南壁沿いに検出した小ピット（P i t 6 9）からは特殊な緑

釉陶器蓋が出土したが、周辺に関連する遺構は無く性格は不明である。溝S D 7 0は六町南北中心を

東西に横切る位置にある。西坊城小路西側溝との関連は攪乱のため不明だが、西側溝より東へは

延びず、側溝に合流していた可能性が高い。井戸S E 7 1は六町西端に位置し、S D 2 4に西半を切ら
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図35 XF地区13次調査前全景 図36 XF地区13次調査風景



れている。井戸側が内側に崩れ込んでいたため、方形の縦板組であることが確認できたほか構造

の詳細は不明である。遺物は少ないが平安時代後期の土師器などが出土している。

４区で検出した平安時代前期の建物S B 7 2は一部を検出したのみで全体の規模は不明。溝S D 7 3

は六町北東部に位置する南北溝で、鎌倉時代の土器類が出土している。六町では８次調査で同時

期の池・溝・井戸などを検出しており、それらと関連する可能性があるが、今回のS D 7 0同様、８

次調査でも六町を南北に二分する位置に東西方向の溝が検出されていることから別区画の施設の

可能性もある。３区および５区では土取りのため顕著な遺構は検出できなかった。

（７）平成10年度の調査

XF地区14次調査と15次調査を実施した。

XF地区14次調査（図40・41・44、図版24） 14次調査は８次調査５区の南に接して南北方向の

調査区を設定した。この地点は楊梅小路と西坊城小路の交差する右京六条一坊六町の南東隅部に

あたる。この調査では西坊城小路西側溝（S D 2 4）と楊梅小路北側溝の一部（S D 7 4）を確認した

ほか近世の石組み井戸（SE75）を検出した。

西坊城小路西側溝S D 2 4は調査区中央付近で土取りなどで不明瞭になっていたが、北部および南
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図37 XF地区13次調査１区平面図（１：200）
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図38 XF地区13次調査２区平面図（１：200）
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図39 XF地区13次調査３～５区平面図（１：200）



部では明瞭に確認できた。楊梅小路北側溝S D 7 4は調査区ほぼ中央の西壁よりにその一部を検出し

た。井戸S E 7 5は円形の掘形の最下段に曲げ物を据え、その上に方形の木枠を造り、さらにその上

部が石組みの構造をとる。

遺物の出土量は各遺構とも少なく、小片になったものが多い。土取りからの出土ではあるが萬

年通寳が１点出土した。

X F地区1 5次調査（図4 2・4 3・4 5、図版2 5） 1 5次調査の対象地は1 3次調査１区の北側で六条

一坊三町の北部に該当する。南半部が基礎跡で著しく破壊されていたため北側の現五条通寄りに

調査区を設定した。調査区の大半に土取り跡が分布し、調査区中央部で平安時代後期の方形縦板

組井戸（SE76）を１基検出しただけである。

（８）平成11年度の調査

XF地区16次調査を実施した。

XF地区16次調査（図46～48、図版26） 調査地は右京六条一坊六町の中央やや東寄りに該当し、

９次調査１区と1 3次４区に挟まれた位置になる。この調査では調査区のほぼ全域が土取り跡のた

め、ほかの遺構を検出することはできなかった。
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図40 XF地区14次調査前全景 図41 XF地区14次調査風景

図42 XF地区15次調査前全景 図43 XF地区15次調査風景
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図45 XF地区15次調査平面図（１：200）

図46 XF地区16次調査平面図（１：200）

図4 4 X F地区1 4次調査平面図（１：2 0 0）



（９）平成12年度の調査

X F地区1 7次調査を実施した。この年度は主に移転した個人住宅跡地が調査対象地となったため

右京六条一坊六町と三町にかけて５箇所に分散している。

X F地区1 7次調査（図4 9～5 5、図版2 6～2 8） 三町の1 5次調査区東側に設定した１区では、平

安・鎌倉時代の遺構は無かったが、御土居の濠（S D 6 7）を検出した。この濠は1 3次調査１区でも

西肩の一部を確認していたものである。濠の遺物はわずかであるが、1 7世紀後半の土器類が出土

した。また埋土最上層から寛永通寳など銅銭がまとまって出土しており、濠が江戸時代前半には

廃絶していたことを示している。２～４区は、1 6次調査区を囲む位置にそれぞれ小さな調査区を

設定した。これらの調査でも1 6次調査区と同等に土取り跡のためほかの遺構を検出することはで

きなかった。５区では西坊城小路西側溝（SD24）を確認することができた。

（10）平成13年度の調査

最終年度はXF地区18次調査と19次調査を実施した。

XF地区18次調査（図56～59、図版28～30） 18次調査の対象地は右京六条一坊三町（１～３区）
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図47 XF地区16次調査前全景 図48 XF地区16次調査風景

図49 XF地区17次調査前全景（４区） 図50 XF地区17次調査風景
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図51 XF地区17次調査１区平面図（１：200）

図52 XF地区17次調査２区平面図（１：200） 図53 XF地区17次調査３区平面図（１：200）



と四町（４区）である。１区は1 3次調査３区と５区の間、２区はその南側の1 3次調査２区の北に

接して、３区は道路を挟んで1 3次調査２区の南に、４区は３区のさらに南約8 0ⅿの四町に設定し

た。この調査では２区で平安時代前期の溝（S D 2 0）を検出したほか、１～３区いずれも、これま

での調査で確認できていなかった西坊城小路の東側溝を検出できた。４区でも調査区西端に同側

溝の検出が想定されたが、土取りが激しく未確認である。

XF地区19次調査（図60～63、図版30～35） 19次調査対象地は右京六条一坊六町および三町に

該当する。これまでに、六町については２次・８次・９次・1 3次・1 6次・1 7次調査、三町につい

ては1 3次・1 5次・1 7次・1 8次調査でそれぞれその一部が対象となり、三町では平安時代の井戸や

近世の御土居の濠など、六町では平安時代前期の邸宅の一部とみることのできる掘立柱建物や

溝・柵・井戸あるいは鎌倉時代前半の井戸・池・溝・柱穴など多数の遺構を、また条坊関係では

西坊城小路および両側溝を検出している。
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図54 XF地区17次調査４区平面図（１：200） 図55 XF地区17次調査５区平面図（１：200）

図56 XF地区18次調査前全景（１・２区） 図57 XF地区18次調査４区全景
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図58 XF地区18次調査１・２区平面図（１：200）
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図59 XF地区18次調査３・４区平面図（１：200）
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図60 XF地区19次調査１・２区平面図（１：300）

図61 XF地区19次調査３区平面図（１：200）



今回、六町域（１・２区）では、８次・９次調査で検出した鎌倉時代の池跡と同時期の御堂跡

と考えられる建物跡（S B 7 9）や溝（S D 8 0・S D 8 1）、整地層（S X 8 4）、下層には平安時代以前の

川跡（S D 8 5）などを検出した。S D 8 5は、北東から南西方向へ流れる川跡で、１区中央部から２

区西部にかけて検出した。上層から弥生土器と思われる土器が少量出土したが、正確な時期は不

詳である。２区で検出した御堂S B 7 9は、前身建物が火災に遭ったのちに同じ場所に建て替えられ

たこと、上層と下層では礎石の配置が異なり別形態の建物の可能性があることなどが確認できた。

また、この御堂跡には下層の川跡と重複する部分に、礫を多用した基礎地業が施されていたが、

これには鳥羽離宮などで確認されている工法と共通する点があり注目される。今回の御堂跡と２

次・８次・９次の調査結果を総合すると、六町は鎌倉時代には１町を占有し、池や持仏堂を備え

た邸宅であったことが明らかになった。同じく２区の平安時代後期の東西溝S D 8 0は六条一坊六町

四・五門の境界（六町南北中心）付近に位置している。９次調査でもこの溝の延長線上に同規模

の溝S D 2 9を検出しており、六町を南北に分割する溝と考えられる。S D 8 0の約３ⅿ北側にも東西

方向の同時期の溝S D 9 0があり、両者は区画道路の側溝の可能性がある。２区東部では南北方向に

大きく蛇行する溝S D 8 2や方形の掘り込みに焼土片を多量に含む粘質土で整地したS X 8 4を検出し

た。S X 8 4の南北の範囲はS B 7 9の位置と揃っている。また、S X 8 4の北西部では3 0㎝前後の石を３

個ずつ２列に並べ据えた遺構（SX83）を検出している。

三町域では、1 3次・1 5次の調査区の間の小区画（３区）が対象となったが近代の土取りが激し

く、御土居の濠S D 6 7の西肩部を検出するにとどまり平安時代の遺構は検出できなかった。御土居

の濠はこれまで1 3次および1 6次調査で確認しているが、今回検出したのはその中間の部分にあた

る。平安時代末から鎌倉時代の遺物は土器類および瓦類である。瓦類は主にS B 7 9の雨落ち溝や地

業、および周辺の整地層から出土している。

なお、上述の御堂跡（上層建物）を検出した時点で報道発表および一般対象の現地説明会を実

施した。
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図62 XF地区19次調査前全景（１・２区） 図63 XF地区19次調査前全景（３区）



２．遺　　構

今回の調査で検出した遺構の時期は、平安京造営以前・平安時代前期・平安時代後期から鎌倉

時代・江戸時代の４期に大きく分けることができる。平安京造営以前の遺構は概ね河川あるいは

湿地など自然地形の一部である。平安時代前期の遺構は建物・井戸・溝・など邸宅関係の遺構と

道路側溝など条坊関係の遺構で、右京側（X F地区）の特に西半部で多く検出している。平安時代

後期から鎌倉時代の遺構には平安時代前期同様に邸宅関係と条坊関係の遺構があり、左京および

朱雀大路側（H K地区）と右京側の東半部に集中している。江戸時代の遺構には御土居の濠や井戸

のほか、耕作用の小溝群や土取り跡などがある。

前章では各調査について概略を述べたが、ここではそれらの調査で検出した主な遺構について

平安京の条坊単位に基づいて説明を加えたい。

（１）左京六条一坊一町・二町の遺構

S D 0 1・S D 0 2（図6 4、図版４） 一町南西隅部と二町西辺部で検出した朱雀大路東側溝である。

S D 0 1が平安時代後期（1 2世紀後半）、S D 0 2が鎌倉時代（1 3世紀）に属する。S D 0 1は幅約2 . 6ⅿ、
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図64 SD01・SD02実測図（１：100）



深さ0 . 7ⅿで、土器類のほか木簡や人骨などが出土し

た。S D 0 2はS D 0 1から中心を西側に約３ⅿ移動させ

ており、規模は幅約3 . 2ⅿ、深さ0 . 6ⅿである。遺物

は少ない。調査区南壁付近が樋口小路北側溝との合

流部に該当するが、敷地外壁基礎の掘形によって攪

乱されており、詳細は明らかにできなかった。S D 0 1

の位置は推定位置とほぼ合致しており、出土遺物の

型式差からみて、側溝が平安時代後期に一旦途絶し

た後に鎌倉時代に再度開削された時点で大路路面側

に移動させられたことになる。このような状況は二

町で実施した６次調査でも確認している。

S D 0 3・S D 0 4（図版５） 一町南辺部で検出した。

いずれも樋口小路北側溝と思われ、南北に接するよ

うに検出したが、S D 0 4の大部分は調査区外で、北肩

部の一部を確認しただけである。S D 0 3は幅約1 . 5ⅿ、

深さ0 . 6ⅿ。時期はS D 0 3が平安時代後期（1 2世紀後

半）、S D 0 4が鎌倉時代（1 3世紀）に属し、後者が小

路路面側に移動している点など、朱雀大路東側溝と同様の傾向を示している。

S D 0 5（図版５） 一町南東隅に検出した坊城小路西側溝である。幅約2 . 1ⅿ、深さ0 . 5ⅿ。時期

は平安時代後期に属するが、溝東肩際から東部が土取りで深く掘り下げられていたため、朱雀大

路や樋口小路のように路面側に新しい段階の溝があったかどうかを確認することはできなかった。

S E 0 6（図6 5、図版６） 樋口小路北側溝S D 0 3・S D 0 4を切る鎌倉時代の石組み井戸。径約２ⅿ

の円形の掘形内に2 0～3 0㎝前後の川原石を組んでいる。内径は1 . 2ⅿで、石組みは９段、約1 . 3ⅿ

残存していた。最下段の石と掘形底部との間に2 5㎝ほどの間隔があるが、このあたりから腐食し

た木材が出土しており、木枠が据えられていた痕跡とみられる。井戸内の堆積は有機質を多く含

んだ茶褐色の泥土で、土師器を主とする多量の土器類が出土した。

（２）朱雀大路

S F 0 8（図3 3・6 6） H K地区８次調査において朱雀大路の路面とみられる整地層を検出した。

路面は場所によって異なるが、概ね地山上に褐色砂泥や砂質あるいは粘質の整地層が数枚確認で

きた。この調査区付近はこの路面を検出した直上まで現代層が認められ、これによって路面上層

部が削平されている可能性もあるが、轍状の遺構の存在からその程度は軽微と思われる。この南

方の右京七条一坊に該当する京都市中央卸売市場でも朱雀大路の路面を検出している。そこでは

礫や瓦片を多量に用いた整地が確認されているが、今回検出した路面の整地にはそのような形跡

は無い。これはこの付近の基盤層である黄灰色砂泥が固く締まり安定していることによるものと
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図65 SE06実測図（１：50）



思われる。轍跡や整地層

から少量の土師器や瓦片

が出土している。いずれ

も小片で時期を特定しに

くいが、概ね平安時代末

から鎌倉時代に属するも

のであろう。

（３）右京六条一坊三町の遺構

SE68 三町の南北中央、東三行付近に検出した井戸。上部が土取りのため激しく壊されている。

径0 . 8ⅿと規模が小さく部材の痕跡も無いことから素掘りの井戸かと思われる。遺物は９世紀後半

の土器類が少量出土した。

S D 7 7 三町西端付近に検出した東西方向の溝。幅約1 . 1ⅿ前後、深さ0 . 2ⅿで、長さ1 0ⅿほどを

検出した。位置からみて西坊城小路東側溝へ取り付くものと考えられるが、両端が土取り穴で破

壊され小路側溝との関連は不明である。９世紀前半代の土器類がまとまって出土した。

SE76（図67、図版25） 三町北西４/１の中央付

近に位置する井戸である。掘形の平面形は一辺約

２ⅿのひずんだ方形で、構造は一辺約１ⅿの方形

縦板組である。検出面以下1 . 5ⅿほどの構造部材の

残りは良く、各面の側板や横桟が良好に遺存して

いた。3 5㎝程度の間隔に縦桟で支持した横桟の周

囲に幅2 0～3 0㎝の縦板を各面５枚ずつ組み合わせ

ている。縦板のなかには下端部に７㎝前後の方形

の穴を穿ったものがある。底部には曲物などを設

置していた痕跡は無かった。井戸内からは鎌倉時

代前半の土器類などが出土している。

S D 7 8（図版2 9） 西坊城小路東側溝である。幅

約1 . 1ⅿ前後、深さ0 . 2ⅿ。X F地区の1 7次調査１・

２区で約3 8ⅿ、３区で約７ⅿ検出した。溝中央部

に小杭列が約1 2ⅿにわたって並ぶところがあるが、

それに重複して近世の耕作溝があり、いずれに関

連するかは不明である。溝上層からは礫や土器・

瓦片が多量に出土した。周辺の調査では西側溝も

検出しているが、近接する場所で比較すると西側

溝に対して底部の標高が高く、また全体に西側溝
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図67 SE76実測図（１：50）

図66 朱雀大路路面SF08断面図（HK地区８次調査２区北壁、１：50）



の方が深い傾向が確認できる。遺物の時

期は鎌倉時代前半に属する。

S D 6 7（図6 8、図版2 7） 御土居の濠で

ある。1 3次調査で西肩部を検出していた

が、1 7次調査で濠幅を確認することがで

きた。規模は幅1 2 . 5ⅿ、深さは1 . 5ⅿ前後

である。底部には畦状の高まりが数箇所

で確認できたが、基礎など後世の掘り込

みのため平面形状はあまり明瞭ではない。

濠の断面形状は中央部が大きく開いたＶ

字形で、東へはそのまま上方になだらか

に傾斜が続くが、西側は途中で平坦面を

なし、そこからやや急激に肩部に立ち上

がる。1 7次調査では西肩部が近代の溝で

わずかに削平されていたが、よく遺存し

ていた1 3次調査では肩部から平坦部への

状況が観察できた。濠の埋土は概ね黒褐

色の粘質土が主体で、遺物はほとんど含

まないが、少量の木片や江戸時代前半の

陶器類が出土した部分もある。また、埋

土最上面（層1 6上面）から緡銭の一部と

みられる寛永通寳（宋銭２枚含む）が2 0

数枚連なった状態で出土した。

（４）右京六条一坊六町の遺構

S B 0 9（図版９） 六町南東部に位置す

る東西３間×南北２間の掘立柱建物。柱

間は東西2 . 1ⅿ（７尺） 南北2 . 4ⅿ（８

尺）。柱掘形0 . 4ⅿ前後の小規模な建物である。柱筋が西偏（N２ 1゚ 2′E）する。南に同時期の井

戸SE13があり、これと関連する建物と思われる。

S B 1 0 S B 0 9の西方やや北よりに検出した2 . 1ⅿ（７尺）等間の東西方向の柱列。南に関連する

柱穴は無く、北に延びる建物と考えたが、柵の可能性もある。柱掘形は0 . 5～0 . 7ⅿとS B 0 9よりや

や大きい。SB09と同様の振れを持つ。

S A 1 1 S B 1 0のさらに西方で六町の東西中央、北六・七門界付近に位置する東西方向の柵。３

間分の柱穴を検出したが、柱間が中央2.4ⅿ（８尺）、左右が4.2ⅿ（14尺）と変則的である。
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S A 1 2 S B 0 9の約1 9ⅿ南に検出した東西３間分

の柱列。柱間が西から2 . 1ⅿ（７尺）、2 . 1ⅿ（７尺）

2 . 7ⅿ（９尺）で、調査時には東側に庇を持つ建物

を想定したが、南北ともに関連する柱穴が無く、

柵と考えた。

S B 7 2 六町北東部に位置する掘立柱建物。建物

の北西隅と思われる３基の柱穴を検出した。柱掘

形は0 . 9～1 . 0ⅿ、柱間は2 . 4ⅿ（８尺）等間である。

遺物は小片ではあるが９世紀前半の土器類が少量

出土した。

S E 1 3（図6 9、図版９） S B 0 9の南に位置する井

戸。約２ⅿ四方の掘形に一辺約1 . 4ⅿの比較的大き

な井戸枠を造る。部材の残りはあまり良くないが、

方形の縦板組で、各面には縦板材の痕跡が観察で

きた。残存していた板材は幅2 0～3 0㎝である。底

部は平坦で曲物などの施設は無い。埋土中層（層

３・４・５）から９世紀前半の土器類がまとまっ

て出土している。井戸枠の中心がS B 0 9の西柱筋の延長と一致し、また井戸枠北辺とS B 0 9南柱筋

との距離が2.4ⅿ（８尺）と配置の計画性がうかがえる。

P i t 6 9 六町の東辺寄り、北五・六門界付近で検出した径0 . 2 5ⅿの小ピットである。断面形状か

らみて柱穴ではないだろう。底部中央付近から特殊な緑釉陶器蓋が出土した。この蓋に接合する

破片が三町（17次調査３区）で出土している。

S X 1 5（図版1 2） 六町南西部に広がる旧流路上に成立した湿地を埋め立てた整地層。この旧流

路は縄文時代から古墳時代の遺物を含み、平安京造営期には浅い池か湿地状になっていたものと

思われる。造営時からある程度の期間をかけて東側から埋め立てられたようで、肩口には遺物が

集中していたところもある。遺物の時期は９世紀初頭から後半にかけてのもので、土器類が中心

である。この旧流路および湿地は南側の五町の調査でも検出しており、五町の範囲の西１/３ほど

を占めている。六町中央部ではこの堆積は確認されておらず、おそらく六町北東部から南西方向

に流れ込み、六町南西部から五町西部に広がりを持つものと思われる。

S B 1 6 六町南東部、S B 0 9と重複する鎌倉時代の掘立柱建物。平面形を完全にはとらえること

はできなかったが、径0 . 3ⅿ前後の小柱穴を柱筋と出土遺物の時期を参考に関連づけた結果、東西

約1 2ⅿ、南北７ⅿほどの建物を推定した。柱間は一定しないが、1 . 8ⅿ（６尺）×2 . 1ⅿ（７尺）

の総柱部を中心にして東・西・南の三方に関連する柱穴が分布している。調査区外の北へも広が

る可能性がある。

S B 1 7 S B 1 6の約2 0ⅿ西方で検出した建物北辺と西辺の一部とみられる柱列。全体の形状は不
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明である。柱掘形は0 . 4～0 . 6ⅿと不揃いである。北辺は柱間2 . 4ⅿ（８尺）で、３間分確認してい

る。西辺は3 . 3ⅿ（1 1尺）で１間分を検出した。遺物が小片で、時期は正確に特定できないが、平

安時代後期以降の建物と思われる。

S B 1 8 S B 1 6の南に位置する掘立柱建物。検出したのは北西隅部のみだが、位置関係から２次

調査で検出している建物53あるいは57に関連する可能性がある。時期は平安時代末から鎌倉時代。

２次調査では五町域でこの時期の建物が、小路に沿って配置されている傾向が確認されているが、

SB16などと併せ六町でも同様の傾向として理解できる。

S A 1 9 S B 1 8の西に位置する東西方向の柱列。柱間が東から1 . 5ⅿ（５尺）、2 . 4ⅿ（８尺）、1 . 5

ⅿ（５尺）、2 . 7ⅿ（９尺）と変則的である。S B 1 8の北辺柱筋の延長線上に乗ることから関連する

柵ととらえた。

S B 2 0 西坊城小路西側溝S D 2 4の西側に近接して検出した門と思われる一対の柱穴。S B 1 6の東

辺に重複する。柱掘形が径約1 . 3ⅿ、深さが0 . 7～0 . 8ⅿと周辺の柱穴と比較して特異的に大きい。

柱間は4 . 8ⅿ（1 6尺）で底部には２つの柱穴ともに礎板が据えられていた。２つの礎板は幅1 8㎝、

厚さ６㎝、長さ1 . 1 6ⅿの板材を中央付近で斜めに切断して、それぞれの柱穴に振り分けており、

同時期の造作と考えられる。

S D 2 4・S D 2 5（図7 0、図版1 0） 西坊城小路西側溝である。S D 2 5が平安時代後期、S D 2 4は鎌

倉時代に属する。８次調査５区・1 3次調査２区・1 4次調査・1 7次調査５区で総延長約7 4ⅿを検出

しているが、S D 2 5は８次調査５区調査区東壁沿いで確認しただけで、他の調査区では検出できな

かった。S D 2 4は場所によってわずかに異なる状況を示すが、数回にわたり造り替えられているよ

うである。堆積土の区分が明瞭でなく、個々の単位を明らかにはできなかったが、近接して数条

の溝が重複したような状況を呈する。おのおのの規模は場所によって異なるが、８次調査５区で

の観察では最終的に幅2 . 3ⅿ、深さ0 . 2 5ⅿ程度の溝になっていたようである。S D 2 5は東肩が明ら

かではないが、確認できた幅が0.9ⅿ、深さ0.13ⅿ、上面が固く締まった褐色砂礫で覆われていた。

S E 2 1（図版1 1） S B 1 7の西に位置する井戸。掘形は一辺約3 . 3ⅿの方形で、北東に寄せて井戸

枠を設置している。最下段の横枠（一辺1 . 2ⅿ方形）が残っていただけで、構造は不明だが、おそ

らく方形縦板組の井戸であっ

たかと思われる。1 2世紀末

頃の土器類が少量出土した。

SE22（図71、図版11） 六

町南西の外側に位置し、西坊

城小路西側溝S D 2 4と重複し

ている。掘形は一辺２ⅿ前後

の略方形。枠の構造は方形縦

板組で一辺が0 . 9ⅿ、各辺幅

2 0～2 5㎝の縦板が４枚ずつ、
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さらにその裏側に目地をずらせて薄い板材をあてが

っている。横枠は断面が台形を呈する部材を方形に

組み四隅を角材で支持する。井戸枠は約1 . 3ⅿ、横枠

３段分が遺存していた。この井戸はS D 2 4を切って成

立しているが、出土遺物の時期にはあまり差が認め

られない。検出位置からみてSB18に関連するものか。

S E 3 0 六町の東寄り、南北中央のやや南に位置す

る平安時代後期の井戸。掘形は一辺約2 . 5ⅿの方形。

腐食が激しく構造材の遺存状況は良くないが、残っ

た部材から判断すると、一辺9 5㎝の方形縦板組の井

戸であったことが推定できる。井戸内からは平安時

代後期（12世紀後半）の土器類や瓦類が出土した。

SE31（図版14） SE30の北西約15ⅿに位置する井

戸。掘形は一辺約2 . 5ⅿの方形。構造は一辺1 . 1ⅿの

方形縦板組で、横枠３段分、底から約0 . 9ⅿの部材が

遺存していた。平安時代末頃（1 2世紀末）の土器類

が出土した。

S E 3 2（図版1 4） S E 3 1のさらに西、S D 2 9の南側

に検出した井戸。掘形2 . 2～2 . 4ⅿの方形。井戸枠は

掘形の北西隅に寄せて設置されている。構造は一辺0 . 8ⅿの方形縦板組。構造材の遺存状況は良く

ない。鎌倉時代前半の遺物が出土している。

S E 7 1（図版2 4） 六町の南北中央部、町東限の外に接する位置に検出した井戸。西坊城小路西

側溝S D 2 4に切られている。井戸側が内側に崩れ込んでおり、構造の詳細は不明である。底部に一

辺9 5㎝の最下段の横枠が原位置で残存しており、方形の縦板組であることが推定できる。底部に

は曲物などの施設の痕跡はなかった。遺物は少ないが平安時代後期（1 2世紀後半）の土師器など

が出土している。

SB79（図72～74、図版33～35） 六町西部に位置する建物。周囲に石列を伴う雨落ち溝が巡る

御堂と思われる。雨落ち溝は北・東・南の三方で検出したが、西側は調査区外のため未確認であ

る。溝肩に並ぶ石列は北側のみ２列で、他は建物側の１列だけである。平面規模は南北約1 1 . 5ⅿ、

東西は西側が調査区外へ延びているために不明である。雨落ち溝で囲まれた内側の東寄りに礎石

と思われるやや大きめの石が2 . 4ｍ間隔で２間分南北に並び、この３個の礎石に沿って拳大の石が

一列に並ぶ。さらに、南辺の石列近くに２個の石が4 . 8ｍ間隔に配置され、その東側の石は東礎石

列の南延長上に位置する。周囲の石列内側は固く整地されているが、最上部の整地層（砂・小礫）

を取り除いた時点で、焼土や炭化木片を含む整地層を検出した。火災の跡を整理したような状況

を示すが、礎石などの石材は火を受けておらず、この建物が被災したことを示すものではでない。
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図72 SB79平面図（１：100）
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礎石を取り除き、焼土や整地層を掘り

下げると、下層の東辺に３個の礎石お

よび１箇所の礎石据え付け痕とその

0 . 9ⅿ西側のそれぞれ礎石に対応する

位置に柱穴を、さらに東柱筋南端から

西2 . 4ⅿのところに礎石があり、その

南2 . 4ⅿにも２列の東西石列を検出し

た。これらの礎石および柱穴の配置か

ら約６ⅿ四方の母屋（３間）に東に庇

（1 . 5ⅿ）と縁（0 . 9ⅿ）、南に庇（2 . 4

ⅿ）が付く建物が想定できる。また上

下の建物は周囲の石列の内側におさま

るような位置に建てられているが柱筋

が異なることを確認した。以上のこと

から下層の御堂が火災に遭い、上層の

建物はそれを再建したものであること

が判明した。また整地層下部には礫を多量に用いた地業を検出している。地業は東西約5 . 7ⅿ、南

北1 1 . 7ⅿの掘形内に、横板と杭で東西約４ⅿ、南北６ⅿの枠を組み、その中に砂質土と多量の礫

を埋め戻している。整地層以下の土層堆積状況や、この木枠の東西中心が下層建物の母屋の東西

中心と一致している点から、この地業は下層御堂の造営時に施行されたものと推定できる。

S G 2 6（図1 8、図版1 0・1 1・1 3） 六町南西部で検出した鎌倉時代の池。下層の湿地S X 1 5が平

安時代前期以降東側から整地されていったことは既に述べたが、その整地の範囲がどこまで及ん

でいたかを確認することはできなかった。ただ、この池の下層湿地からは平安時代前期の遺物は

出土せず、この周辺は湿地の状態で放置されていた可能性が高い。池はそのような自然地形を利

用して造られたものと思われる。東部の岸の状況は明瞭ではないが南岸では拳大の礫を用いた洲

浜を検出し北岸では砂利を敷いた汀を確認している。池の大きさは南北の幅が約1 0ⅿ、東西は東

岸がやや不明瞭であるがS K 1 4の位置などから、およそ3 5ⅿほどと推定している。東西に長く南に

緩やかに湾曲する形状が想定できる。池の深さは、さほどなく最も深いところでも岸から0 . 4ⅿ程

度である。池の堆積土は暗灰褐色のシルト質の泥土で、土器類が集中して出土した箇所もある。

SX27（図75） SG26の中央東寄りに検出した南北２列に並ぶ石群。北列の東端には礎石が据え

られていた。礎石は長径0 . 8ⅿで上面に径0 . 6ｍの柱座が造り出されている。他の石は2 5～3 0㎝の

ものが多く、このまま機能したのか礎石の根固めであったのかは不明であるが、池中に設置され

た何らかの施設の基礎部分と思われる。

SX28（図17） SG26北岸から約６ⅿ北に検出した石列。拳大の自然石を東西方向に並べている。

途中で途切れる部分もあるが、約15ⅿの長さにわたって確認した。
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S D 2 9 六町南北中心付近に検出した東西方向の溝。東一・二行界付近で途切れている。幅1 . 5

～1.6ⅿ、深さ0.4ⅿ、井戸SE31に切られている。平安時代後期（12世紀）の土器類が出土した。

S D 7 0 六町南北中心に位置する東西方向の溝。南肩部を近世の耕作溝に切られているため正確

な規模は不明だが、残存部で幅0 . 5ⅿ、深さ0 . 1 5ⅿを測る。検出位置からみて六町を区画する施設

の可能性があるが、周辺が土取りによって攪乱されており詳細は不明である。

SD73（図版23） 六町北東部に検出した南北方向の溝。SB72の西脇を通るが、時期は平安時代

後期。途中で１ⅿほど途切れている箇所があるが、総検出長は調査区北端から南へ約1 4ⅿ。幅0 . 6

ⅿ、深さ0.1ⅿで、調査区北壁寄りで土師器皿が重なって出土した。

S D 7 4 1 4次調査区の西壁に検出した溝。六町南東隅の外側に位置し、楊梅小路北側溝の一部と

考えられる。幅2.2ⅿ、深さ0.35ⅿ、土取りにより西坊城小路西側溝との関係は明らかではない。

SD80（図版32） 六町南北中心付近を通る東西方向の溝。御堂SB79北雨落ち溝の下部で検出し

た。東へ延長した位置にS D 2 9がある。溝の断面形状や出土遺物の時期がS D 2 9と共通し、一連の

溝である可能性が高い。

S D 8 1 S D 8 0の北約３ⅿをS D 8 0に並行して走る東西溝。幅は0 . 6ⅿ、深さ0 . 3ⅿとS D 8 0と比較

して小規模であるが、ほぼ同時期の遺物が出土していること、S D 8 0の北肩部が六町南北中心にほ

ぼ揃うことなどから、両者が町内を通る道路の側溝の可能性もある。

S D 8 2 六町中央部で検出した南北方向の溝。後述するS X 8 4をよけるように蛇行している。南

流して池S G 2 6に注ぐものと考えられるが、取り付き部付近が近代の掘り込みで破壊されており、

確認できなかった。規模は幅が0.3～1.0ⅿ、深さ0.1～0.2ⅿと一定しない。
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S X 8 3（図7 6） S D 8 2の西に検出した２列の石列。

長径3 0㎝前後の平らな自然石を３個ずつ南北に２列並

べ据えている。性格は不明だが、石は東西・南北方向

ともほぼ等間隔に配置されており、S X 2 7と同様に何

らかの施設の基礎部分であろう。

S X 8 4 1 9次調査２区で六町中央部に検出した矩形

の掘り込み。南北長1 2ⅿで南北および西辺を検出した

が、東は調査区外へ延びる。各辺とも直線的で、ほぼ

垂直に掘られている。この内側に焼土と土器の細片を含む固く締まった茶灰色砂泥が均一に堆積

しており、掘り込み地業の可能性がある。南と北の辺がS B 7 9のそれぞれの辺とほぼ揃っている。

東方の９次調査１区でも、1 9次調査ほど範囲は明確ではないが、調査区西部に同様の焼土と細か

な土器片を含む整地状の堆積を確認しており、それと関連づければ、六町中心部に南北端をS B 7 9

と揃えた施設が存在したことが想定できる。

S K 1 4（図7 7） 六町の東西ほぼ中央南部、S G 2 6の東で検出した土壙。東西約１ⅿ、南北0 . 7ⅿ

で、土壙内には礫・瓦片・土器片を多量に含む暗褐色砂泥が堆積していた。

S K 2 3 六町の南東部、S B 1 6の南西隅付近に位置する。東西約８ⅿ、南北８ⅿ以上で平面形は

不整形、深さは0 . 2 5ⅿ前後の浅い落ち込み状の土壙である。平安時代末頃の土器類や瓦類が出土

した。

S K 3 3 S E 3 0の北約９ⅿに位置する径0 . 7ⅿの円形土壙。深さは0 . 2ⅿと浅いが、土壙内に土師

器が充填された状態で出土した。時期は鎌倉時代に属する。

S D 8 5 六町西部を北東から南西方向へ流れる川跡。川幅は約３～９ⅿと一定しないが、南部で

はさらに広がるようである。深さは最も深い

部分で約1 . 8ⅿ。水分を含んだ腐植土やシル

ト・砂層が重層して堆積している。S B 7 9は

この川跡上に建てられており、中央の地業は

軟弱なこの川の堆積層を取り除き、地盤改良

を施したものである。弥生土器らしき土器片

が少量出土しており、平安時代以前の川と思

われるが、厳密に特定できない。

SE75（図版24） 西坊城小路と楊梅小路の

交差部で検出した近世の井戸。掘形は径約

1 . 5ⅿの円形。最下段に曲物を据え、その上

に両端を相欠きにした幅約1 2㎝の板で方形の

木枠を造り、さらにその上部に石を組み上げ

る。江戸時代の陶磁器が少量出土した。
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（５）右京六条一坊十一町の遺構

S B 4 9 十一町東端付近に位置する東西１間×南北２間の掘立柱建物。柱間は東西2 . 4ⅿ（８尺）

南北は北から1 . 5ⅿ（５尺）、2 . 1ⅿ（７尺）。柱掘形0 . 3ⅿ前後の小規模な建物である。西に近接し

て井戸SE52があり、関連施設と思われる。

SE50（図78） 十一町北西１/４の中央やや東寄りに位置する井戸。部材がほとんど残存してお

らず構造は不明であるが、掘形最下部に一辺１ⅿほどの方形の窪みがあり、また下層の堆積土中

に板状の木片が含まれていることなどから方形の木枠組が想定できる。上層部に木炭や炭化物を

多く含む土層（層３）が堆積し、９世紀前半の土器類が多量に出土した。この層以下に5 0㎝程度

のあまり遺物を含まないシルト層の堆積が数層認められる。井戸が廃絶し、しばらく放置された

のちに土器類が投棄されたものと考えられる。

S E 5 1（図7 9、図版2 0） S E 5 0の北西約1 5ⅿに検出した井篭組みの井戸である。木枠そのもの

は腐食し、ほとんど残存していなかったが、周囲の壁に材の形状が転写されており、構造が復元

できた。井戸側は幅2 5～3 0㎝の板材の両端を相欠きにして一辺1 . 1ⅿの方形の枠を造り重ねてい

る。枠は５段分を確認した。底部には径1 5 c mほどの川原石を敷き詰めている。石敷きの上部から

は９世紀末頃の土器類が良好な状態で、また石敷きの下から白色の丸鞆が出土した。丸鞆は井戸

中央付近の石の下で表面を上にほぼ水平な状態で出土しており、石の隙間から落ち込んだもので
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図78 SE50実測図（１：50） 図79 SE51実測図（１：50）



はなく石が敷かれる時点で埋設されたものと

考えられる。また、この井戸の周辺部では厚

さ５㎝ほどの整地層が認められたが、井戸枠

はこの層の上面で、掘形はこの層を除去した

段階で検出した。したがって整地は井戸が造

られた時あるいはその後に施されたものとい

える。この整地層には井戸内から出土した土

器群より古い型式に属する９世紀後半の土器

が含まれており、井戸の使用期間を推定する

ことができる。

S E 5 2（図8 0、図版2 0） 十一町東端付近、

S B 4 9の西に検出した井戸。最下段の方形木枠

痕跡が残存していたが、構造の詳細は不明で

ある。南東部の建物S B 1 2と関連するものとみ

られる。９世紀末頃の土器類が少量出土した。

S D 5 3（図版2 0） 十一町東部で検出した川

跡。下層で縄文土器や古墳時代の須恵器が出

土している。六町のS X 1 5と同様に平安時代前

期には湿地状となり、上部に整地されたよう

である。整地の時期はS X 1 5よりやや新しく、

出土遺物は９世紀中頃～後半のものが多い。

（６）右京六条一坊十四町の遺構

S D 3 4（図8 1） 十四町西半部で検出した古墳時代から平安時代後期の川跡。概ね北東から南西

方向に向かう流れを形成しているが、堆積は複雑で局所的には北西から南東へと大きく蛇行した

状況を示す部分や下層流路を斜めに横切って流れていた痕跡も認められた。最下層では古墳時代

の遺物を含む層も随所で確認できたが、大部分の堆積が平安時代前期以降のものである。東岸寄

りの堆積（流路１）が平安時代のものとしては最も古く、９世紀前半の遺物を多量に含む。流路

堆積の全般的な傾向としては流れの中心が漸時西側に移動していったようで、遺物の時期も大筋

では西に行くほど新しくなる。しかし、重複状況は複雑で、整地され一旦陸化した部分に再び流

路が移動し削平を受けたところも見受けられた。調査区西端の流路５が最も新しく、1 2世紀代の

土器・瓦などが出土している。十四町北部の1 1次調査４区で検出したS D 6 5はこのS D 3 4流路１～

３の上流にあたる。

S D 3 5（図8 2、図版1 6） 楊梅小路北側溝。幅0 . 9～1 . 1ⅿ、深さ0 . 2～0 . 3ⅿ。平安京造営当初に

はS D 3 4の流路１が十四町内を流れており、その時点ではS D 3 4に流入していたようである。７次
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図80 SE52実測図（１：50）
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図81 SD34断面図（１：50）



調査で検出した南側溝では流入部に板で囲んだ施設が造られており、楊梅小路がS D 3 4によって途

切れていたことを示している。９世紀後半には東からS D 3 4を埋め戻して小路や側溝は西に延長さ

れているが、再び新しい流路に西側を削平されている。平安京内に造営後しばらくの間、町や小

路を横切って流れていた自然河川が残っていたことを示す興味深い例である。

S D 3 6（図8 2、図版1 6） S D 0 8の南側に位置する東西方向の溝。すでに７次調査で検出してい

たものだが、1 0次調査でも東側の延長部を追認した。幅2 . 4ⅿ、深さ0 . 2ⅿ。S D 3 5と同様に楊梅小

路北側溝と思われるが、両者の遺物に大きな型式差がなく前後関係は不明である。

S D 3 7 東三・四行界のわずかに東に位置する南北方向の溝。S D 0 8に接続している。北へは約

10m確認できたが、それ以北は後世の流路によって削り取られており不明。幅0.3ⅿ、深さ0.1ⅿ。

SB41・SB42（図版17） 十四町南西部で検出した２棟の掘立柱建物。規模は同一で、柱筋も揃

う。柱間は南北３間、北から1 . 8ⅿ（６尺）、1 . 8ⅿ（６尺）、2 . 7ⅿ（９尺）。東西は１間2 . 7ⅿ（９

尺）である。柱掘形は0 . 6ⅿ前後。上部が流路により削平されており、柱穴は深さ0 . 1ⅿ弱残って

いただけである。東南側の遺構群に対してS D 3 4（流路１）を挟んだ位置に東西に並ぶ。柱筋が東

偏する。

S B 4 3 S B 4 2の南方約1 2ⅿに3 . 0ⅿ（1 0尺）の間隔で東西１間分の柱跡を検出した。北八門のほ

ぼ中央に位置しており、柵の一部かもしれない。

SA44 SD34の東に検出した柵。南北に2.25ⅿ（7.5尺）等間で５間、北端で東に方向を変える。

S A 4 5 S D 3 4東肩からS E 3 9の北側を通る柵。東西方向に３間を検出。柱間は2 . 2 5ⅿ（7 . 5尺）

等間で、大きく東偏する。

S A 4 6（図版1 6） S D 3 4の東肩に沿って並ぶ柵列。４間分検出した。柱間は北２間が2 . 1ⅿ（７

尺）、南２間は2 . 4ⅿ（８尺）。この位置はS D 3 4（流路１）が最も深くなっている部分に対応して

いる。

SA48 SD35北肩沿いに十四町南限に並ぶ東西方向の柱列。柱間は不揃いで東から3.6ⅿ（12尺）、

3.0ⅿ（10尺）、2.1ⅿ（７尺）、3.0ⅿ（10尺）。

S B 5 4（図版1 7） 十四町北東域で検出した掘立柱建物。東西５間×南北２間で柱間は東西の両

端が2.7ⅿ（９尺）、ほかは2.4ⅿ（８尺）。南北は2.7ⅿ（９尺）等間。柱掘形は0.9～1.1ⅿの方形、

柱根が残る柱穴もある。

SB55（図版17） SB54と重複する掘立柱建物。北側柱筋の東西５間と南に１間分検出した。柱

間は梁・桁ともに2.55ⅿ（8.5尺）等間。柱掘形は0.9ⅿ前後の方形。
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図82 SD35・SD36断面図（１：50）



S B 5 6 S B 5 4の西に検出した東西２間の小柱穴。柱間は1 . 5ⅿ（５尺）で、柱掘形は0 . 3～0 . 4ⅿ

の円形。SB54の北側柱筋に揃っており、付属する小建物と考えた。

S B 5 7 S B 5 6に南接する東西一対の柱穴。柱間は2 . 4ⅿ（８尺）。柱掘形は0 . 8ⅿの方形。周囲に

関連する柱穴は無く、性格は不明である。SB56を切っている。

S B 5 8 S B 5 4の北東部に位置する掘立柱小建物。南北２間×東西１間で、柱間は2 . 1ⅿ（７尺）

等間、東西3.3ⅿ（11尺）柱掘形は0.3ⅿの方形。

S A 5 9（図版1 7） S B 5 4およびS B 5 5と重複する柵。東西５間と西端から南に折れる１間を検出

した。柱間は2.1ⅿ（７尺）等間。柱掘形は0.6～0.7ⅿの方形。

S A 6 0 S B 5 4西側に検出した東西２間の柱穴。柱間は2 . 1ⅿ（７尺）等間。柱掘形は0 . 4ⅿ前後

の円形。SB55の北側柱筋を東に延長した位置にあるが、柱筋が東偏している。

S A 6 1 S A 6 0の北約６ⅿに検出した東西２間の柱穴。柱間は1 . 5ⅿ（５尺）等間。柱掘形は0 . 7

ⅿ前後の方形。各柱穴の0.5ⅿ南に0.4ⅿの柱穴が対応して並ぶ。

SA62 SA61を横切る南北方向の柵。柱間は2.4ⅿ（８尺）等間。柱掘形は0.2ⅿ前後の円形。

S A 6 3 S A 5 9東端部を横切る南北方向の柵。2 . 4ⅿ（８尺）等間３間分を検出したが、北から２

つ目の柱穴は基礎跡のため未確認。柱掘形は0.2ⅿ前後の円形。

S A 6 4 S B 5 8北部に位置する東西方向の柵。５間分検出した。西１間が1 . 5ⅿ（５尺）、他は1 . 8

ⅿ（６尺）等間。南2 . 4ⅿ（８尺）に柱間が揃う柱穴列が２間分あり東西方向の小建物の可能性も

ある。柱掘形は0.2～0.4ⅿ前後の円形。

SE38（図22） SB41の南に位置する方形木枠組の井戸。北半を埋設管の掘形、上部は流れによ

って削平を受け、底部から約3 0㎝残存していた。木枠は最下段の南辺と西辺の一部、約0 . 6ⅿが残

る。

SE39（図版16） 十四町南端付近に位置する井戸。掘形は上部が東西３ⅿ、南北2.7ⅿ、下部で

は径1 . 3ⅿの円形になる。縦板が内側に倒れ込んだ状態で検出されたが、底部付近の部材の分布状

況や、横桟などの支持材が検出されなかったことから、径１ⅿ程度の円形板組の井戸と推定した。

同様の構造の井戸は２次調査（五町）でも２基検出している。９世紀前半の土器類が出土した。

S E 4 0（図2 3・8 3） 十四町西半の南北中央やや北寄りに検出

した井戸。底部の曲物だけが残る。上部構造は流路によって不

明。９世紀初頭の土器類が出土した。

S K 4 7 S E 4 0の南約３ⅿに位置する径1 . 2ⅿ、深さ0 . 2ⅿの土

壙。南西の一部をS D 3 4（流路２）に削られている。９世紀初頭

の土器類が出土した。

S D 6 6（図版2 1） 十四町東限推定位置に検出した南北方向の

溝。検出位置から西櫛笥小路の西側溝かと思われたが、遺物の

時期は平安時代末頃に属し、逆台形を呈する断面形状も通常の

小路側溝と比較すると異質である。幅2.2ⅿ、深さ1.2ⅿ。
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図83 SE40実測図（１：50）
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表２　遺構概要表



３．遺　　物

今回報告する遺物の時期を大きく区分すると、平安時代以前・平安時代前期・平安時代後期か

ら鎌倉時代・江戸時代の４群に分けることができる。平安時代以前の遺物には縄文土器・弥生土

器・古墳時代の土師器・須恵器のほか、石器・石製品がある。これらの遺物は近世の土取り跡に

混入していたもの以外、ほとんどが平安時代の遺構下層に検出した旧流路や湿地など自然堆積の

中から出土したもので、明確な遺構に伴うものはなく、量もわずかである。平安時代前期の遺物

は湿地や河川を埋め立てた整地層・井戸・土壙などからまとまった土器群が多数出土している。

これらの遺物の属する時期は、平安京造営時から概ね９世紀いっぱいまでで、平安時代中期から

後期前半にあたる1 0・1 1世紀の遺物は皆無に近い状態である。その空白期を経て平安時代後期後

半から鎌倉時代にかけての遺物群が、左京側や御堂を検出した六町など、皇嘉門大路以東に集中

して出土する。この地域が平安時代後期頃に再開発されたことを示すものであろう。鎌倉時代後

期以降再び空白期間があり、次に出土するのは江戸時代の遺物である。しかし、この時期の遺物

は、平安・鎌倉期のものに比べ量的にはわずかである。すべての調査を通じて出土した平安時代

以降の土器類の総量は破片数にして2 8 5 , 7 8 6片にのぼる。各調査単位での数量と種類の概略は下

表に示した。以下では主要な遺物について時期を追って概説する。

（１）平安時代以前の遺物

S X 1 5下層出土土器（１～4 2）（図8 4、図版4 4・4 5、付表１） 縄文土器（１・２・3 8～4 1）、

弥生土器（３～1 4・3 7）、古墳時代の土師器（1 5～2 0）、須恵器（2 1～3 6・4 2）がある。1 8の台

付き甕と2 1～3 4の須恵器が近接した地点で出土した以外は、流路堆積の砂層や腐植土層から散発

的に出土している。縄文土器は口縁部や体部上方に刻み目凸帯を付す深鉢が主で、ほかの器形は

ほとんどない。京都盆地では弥生前期の土器と共伴する例が多い。弥生土器は前期から後期にか

けてのものがある。総量は多くないが、中期のものが中心である。古墳時代の土器類は５世紀末

から６世紀代のものが主体をなし、それより新しいものは出土しない。
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表３　出土遺物の概略表
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図84 SX15下層出土土器実測図（１：４）



SD53下層出土土器（43～47）（図85、図版45、

付表２） 縄文土器（4 3）、古墳時代の須恵器

（4 4～4 7）がある。縄文土器は流路最下層から後

期の浅鉢が１点出土した。須恵器はそれより上

層の腐植土や砂層から出土しているが、量は少

ない。飛鳥・奈良時代の遺物が全く無い点は

S X 1 5と同様であるが、遺物の密度は低く、分布

もより分散的である。

石器・石製品（48～53）（図86、図版46） 尖

頭器（4 8）、石斧（4 9）、砥石？（5 0）、石包丁

（5 1・5 2）、石製模造品（5 3）が出土した。4 8は

江戸時代の土取り跡に混入していたものである

が、4 9・5 0・5 2・5 3がS X 1 5下層、5 1がS D 3 4の下層からの出土である。4 8は透明感のある灰色

チャート製で、基部と先端部がわずかに欠損しているが、ほぼ完全な状態である。4 9は刃部が失

われているが、大型蛤刃石斧と思われる。石材は白い斑晶を含んだ安山岩。5 0は黒色の泥岩ある

いは粘板岩で、片面が平坦に磨滅し、多数の擦過痕が認められる。砥石として使用されたものか。

5 1は粘板岩製の石包丁。残長が2 3㎝を超える大型品である。刃部は内湾する。背部が幅1 0㎝ほど

突出し、２箇所に径５㎜の孔をあける。5 2も粘板岩製だが、5 1より硬質である。背部の小片であ

るが、２箇所の孔が確認できる。5 3は滑石製の剣形模造品。片面に鎬をつくり、基部に小孔をあ

ける。
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図85 SD53下層出土土器実測図（１：４）

図86 石器・石製品実測図（48は１：２、他は１：４）



（２）平安時代前期の遺物

S E 1 3出土土器（5 4～7 4）（図8 7、図版4 6～4 8、表４、付

表３） 井戸内中層からまとまって出土した土器群である。

土師器椀A（5 4・5 5）・杯A（5 6）・皿C（5 7）・皿AⅠ

（6 3・6 4）・皿AⅡ（5 8～6 2）・杯B（6 5）・甕（6 6）・壷E

（6 7）・高杯（6 8・6 9）、須恵器鉢D（7 2）・壷M（7 0）・壷L

（7 1）・壷E（7 3）・杯蓋（7 4）、このほか小片で図示してい

ないが、黒色土器杯などがある。右表中の緑釉陶器と灰釉陶

器は最上層からの出土で、井戸が完全に埋没した後の遺物で

あり、中層の土器群とは異なる時期のものと思われる。皿C

を除く土師器椀皿類の外面はすべてヘラケズリ、壷Eや高杯

杯部外面にはケズリの後、ヘラミガキが施されている。杯B

は器表が磨滅し、明確ではないがやはり外面をヘラミガキし

ているようである。甕は内外面ともにハケメ調整を施すが、

外面にはその下にタタキ成形の痕跡が残る。須恵器は全体に

量も少なく、細片になったものが多い。図示したものが比較

的形をとどめるもので、壷類が多く、食器類はわずかで、7 4

の杯蓋も硯として使用されている。９世紀初頭の土器群。
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表４　SE13出土土器類の構成

図87 SE13出土土器実測図（１：４）



S D 7 7出土土器（7 5～9 9）（図8 8、図版4 8、表５、付表４）

総数は7 3 9片と多くないが、S E 1 3の土器群と同様に９世紀初

頭のまとまった土器群である。９割以上を土師器が占め、須

恵器・黒色土器はわずかである。

土師器には椀A（7 5～8 0）・杯A（8 2～8 4）・皿AⅠ（8 7

～9 0）・皿AⅡ（8 6）・盤（9 1）・甕（9 2・9 3）のほか河内

系と思われる杯（8 1）・皿（8 5）などがある。須恵器には杯

蓋（9 4・9 5）・杯B（9 6）・壷Ｇ（9 7）・壷Ｍ（9 8）・壷Ｌ

（9 9）がある。8 1・8 5以外の土師器食器類の外面調整はヘラ

ケズリのものが主体を占める。甕は底部までわかるものは無

いが、ハケメ調整を施すものが多い。8 1・8 5は平安京から

出土する通常の土師器とは異なり、胎土や口縁部の形態、口

縁部のナデ調整など制作技法に河内産の土師器との共通点が

多く認められる。須恵器は破片数でみれば食器類より壷類の

方が多いが、小片になったものが大半で、図示したもの以外

は形態が判明する資料は少ない。黒色土器は杯が出土してい

るが、小片で図示できない。いずれも内面だけを黒色化し、

暗文を施すものである。
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図88 SD77出土土器実測図（１：４）

表５　SD77出土土器類の構成



S E 3 9出土土器（1 0 0～1 0 9）（図8 9、表６、付表

５） 総量は多くないが、井戸底からまとまって出

土した。土師器椀AⅠ（1 0 0）・皿AⅡ（1 0 2）・杯

A（1 0 3）・河内系の皿（1 0 1）・杯（1 0 4・1 0 5）、

須恵器杯B（106）・壷A（107）・壷Ｌ（108・109）、

黒色土器杯・甕などがある。河内系のものを除い

た土師器食器類の外面調整は基本的にヘラケズリ

である。1 0 1は底部オサエ、口縁部を底部近くまで

ナデ調整を施す。1 0 4・1 0 5は外面オサエ調整の後、

粗いヘラミガキ、内面には雑な螺旋暗文を施す。

1 0 4・1 0 5の胎土は粒子がやや粗く暗赤褐色を呈す

るが、1 0 1は淡黄灰色で細粒の胎土を用いている。

須恵器は少なく、食器類では1 0 6以外形態を復元で

きるものはない。

SE50出土土器（110～151）（図90、図版49・50、

付表６、表７） 総数6 , 1 6 3片の土器類が出土して

いる。土師器椀には椀A（1 1 0～1 1 7）・皿AⅡ

（1 1 8～1 2 3）・皿AⅠ（1 2 4～1 2 6）・杯A（1 2 7～

1 3 1）・ 河内系の杯（ 1 3 4・1 3 5・1 3 8）・皿

（1 3 6・1 3 7・1 3 9～1 4 1）・椀（1 3 2）・杯B

（133）・甕（142～144）・製塩土器（145）がある。

椀Aに外面に粗いヘラミガキを施したもの（1 1 0・

1 1 1）が少量あるが、それ以外は河内系の食器類を除けばすべて外面ヘラケズリ調整である。河内

系と思われる食器類には胎土が暗褐色から暗赤褐色を呈するもの（1 3 2～1 3 8）と明灰褐色を呈す

るもの（1 3 9～1 4 1）の２群が認められる。形態的にも特徴差があり、別生産地の製品群と思われ

るが、いずれの群も平安京で主流を占める土師器とは異なる特徴を持つ。1 3 2と1 3 3の外面は粗く

ヘラミガキされ、1 3 3の内面には３段の螺旋暗文が施されている。甕類の外面は基本的にはハケメ

調整である。内面にはハケメ痕跡と、コテ状工具の痕跡を持つものがある。1 4 5の製塩土器は平安

京出土のものとしては全体の形状がわかる貴重な資料である。砂粒を多く含む粗い胎土で、外面

には強くオサエ痕が、内面には縦方向にナデ痕跡が残る。黒色土器には杯（1 4 7）のほか甕が少量

あるが、いずれも小片である。1 4 7の内面は丁寧にヘラミガキされ、暗文を配している。須恵器は

非常に少なく、食器類には形態を復元できるものはない。壷M（1 4 8）・短頸壷（1 4 9）・鉢D

（150）・円面硯（151）を図示した。緑釉陶器・白色土器が上層から少量出土しているが、いずれ

も細片で層位的にも主体をなす土器群に伴うものではない。しかし、土師器食器類の形式的特徴

には、S E 1 3やS D 7 7と比較すればやや後出的な要素が認められ、この土器群の示す時期に近い時
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図89 SE39出土土器実測図（１：４）
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図90 SE50出土土器実測図（１：４）



点で緑釉陶器や白色土器が成立した可能性はある。このほか、土馬の脚部（1 4 6）が１点出土して

いる。

SK47出土土器（152～161）（図91、表８、付表７） 総数282片と少ないが、９世紀初頭の土器

群が出土した。土師器椀A（1 5 2・1 5 3）・皿AⅡ（1 5 4）・皿AⅠ（1 5 5）、須恵器杯蓋（1 5 6・

1 5 7）・杯B（1 5 8）・壷M（1 5 9）・壷L（1 6 0・1 6 1）、緑釉単彩陶器などがある。土師器食器類の

外面調整はすべてヘラケズリである。1 5 9の口頸部の接合は三段構成によるが、この大きさの壷類

ではあまり例がない。1 6 1の底部外面には糸切り痕が残り「×」のヘラ記号が認められる。緑釉単

彩陶器は小片で器形は明らかではないが、施釉部位や厚さなどから羽釜か甑の一部かと思われる。
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表７　SE50出土土器類の構成表６　SE39出土土器類の構成

図91 SK47出土土器実測図（１：４）



S X 1 5出土土器（1 6 2～2 0 5）（図9 2、表９、付表８） 整地層からの出土で細片になったものが

多く、特に土師器は全体の形状がわかるものは少ない。属する時期も９世紀初頭から後半にかけ

て幅を持つ。土器類は総数5 , 1 6 4片出土し、土師器・黒色土器・須恵器・緑釉陶器・白色土器・灰

釉陶器・輸入陶磁器がある。土師器には図示した皿A（1 6 2～1 6 4）・杯B（1 6 5）・盤（1 6 6）・甕

（1 6 7～1 7 0）のほか高杯・鉢などがある。椀・皿類には外面をヘラケズリ調整したものもあるが、

図示したものはすべてナデとオサエによるものである。1 6 5の杯B外面はヘラケズリでミガキはな

い。黒色土器には杯（1 7 1）・椀（1 7 2）のほか甕・鉢などがあるが細片で図示できない。すべて

内面だけを黒色化している。須恵器には杯蓋（1 7 3・1 7 4）・杯B（1 7 5～1 7 9）・皿（1 8 0・

181）・椀（182・183）・壷M（184・186）・壷L（185）・壷A？（188）・鉢（189）などがある。

椀・皿は山城系の緑釉陶器と同系の形態や製作技法を持つ。壷類の中には体部上位に凸帯を２条

巡らせる播磨系と思われるもの（1 8 7）がある。緑釉陶器には皿（1 9 0・1 9 1・1 9 5）・椀（1 9 2～

1 9 4・1 9 6～2 0 1）のほか、緑釉単彩陶器の火舎（2 0 2）や壷がある。緑釉陶器椀・皿類の底部は

大半が削り出し高台の山城系の製品であり、東海系の製品はわずかである。白色土器は器形不明

の小片が１点出土した。灰釉陶器には椀（2 0 3・2 0 5）・皿（2 0 4）と壷・瓶類がある。2 0 3の高台

形態は非常に新しい特徴を持ち、この整地層上部の平安時代後期から鎌倉時代の土層からの混入

の可能性がある。輸入陶磁器は図示していないが、越州窯青磁の椀と香炉と思われる小片がある。
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表８　SK47出土土器類の構成 表９　SX15出土土器類の構成
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図92 SX15出土土器実測図（１：４）



SD34出土土器（206～333）（図93～95、図版50～53、表10、付表９） 遺構の規模が大きいこ

ともあり、今回報告する中では最も多量の土器類が出土している。流路堆積からの出土で、明確

に出土層位を区分することはできず時期幅はあるが、主体をなすのは９世紀初頭から後半にかけ

てのものである。土器類は総数3 1 , 5 7 4片出土し、土師器・黒色土器・須恵器・緑釉陶器・白色土

器・灰釉陶器・輸入陶磁器がある。土師器には椀A（2 0 6～2 1 1）・杯A（2 1 2～2 1 6）・皿AⅡ

（2 1 7～2 2 4）・皿AⅠ（2 2 5・2 2 6）・杯B（2 2 7・2 2 8）・甕（2 2 9～2 3 2）・製塩土器（2 3 3）・高

杯などがある。図示した土師器は主に流路１から出土したもので、９世紀前半の特徴を持つ。食

器類の外面調整はヘラケズリが主体をなすが、椀Aの一部にオサエの後に粗くヘラミガキを施すも

の（2 0 6・2 1 0）が含まれている。2 2 0の底部外面には「大」の墨書がある。甕類には外面にハケ

メを持つものやタタキ痕跡のあるもの、人面土器によくみられるオサエ痕を残したものなどがあ

る。黒色土器には杯（2 3 4）・甕（2 3 5）や鉢がある。すべて内面だけを黒色化している。2 3 4の

内外面は丁寧に磨かれているが、2 3 5は口縁部内面を粗く磨いているだけである。須恵器には杯B

（2 3 6～2 4 9）・杯蓋（2 5 0～2 6 0）・杯A（2 6 1～2 6 4）・杯C（2 6 5～2 6 7）・皿C（2 6 8～2 7 0）・壷

蓋（2 8 0・2 8 1）・壷M（2 7 1～2 7 3・2 7 5～2 7 7・2 8 2・2 8 3）・壷L（2 7 8・2 7 9）・壷G（2 7 4・

3 0 6）・壷A ?（2 8 5）・鉢D（2 8 4）・擂鉢（2 8 6）・甕（2 8 8～2 9 3）・硯（2 8 7）がある。杯B 2 4 0

の底部外面には墨書があるが、判読できない。杯蓋には硯に転用したものが多い。蓋2 6 0には外面

の鈕横に「寮」の墨書がある。他に墨書を持つ須恵器とし

ては杯C 2 6 7の底部外面に「厨」、壷M 2 8 3の底部外面に「水

取？」（左にもう１文字あるが不明）の２点がある。緑釉陶

器には椀（2 9 4・2 9 5・2 9 7・2 9 8・3 0 1～3 0 4）・皿（2 9 6・

2 9 9・3 0 0）のほか壷瓶類がある。山城系の製品が多数を占

めるが、2 9 9～3 0 1のように陰刻花文を施した東海系の製品

も少量含まれている。また、器表を密にヘラミガキした東

海系の緑釉陶器素地と思われる椀（3 0 5）が１点ある。白色

土器は椀（3 2 1）が１点出土している。灰釉陶器には椀

（3 1 7・3 1 9・3 2 0）・皿（3 1 6・3 1 8）・耳皿（3 1 4）・壷蓋

（3 0 8）・短頸壷（3 0 9）・長頸瓶（3 0 7）・瓶（3 1 0・3 1 2・

3 1 3・3 1 5）・小壷（3 1 1）がある。椀皿類の高台形態は、い

わゆる三日月高台が多く、角高台のものは少ない。ハケ塗

りの施釉痕跡が確認できる資料が多いが、壷蓋3 0 8には明瞭

な施釉痕跡が認められない。輸入陶磁器は越州窯青磁椀の

底部（3 2 2）が１点出土している。このほかに土馬（3 2 3～

3 2 9）・土錘（3 3 2・3 3 3）・ミニチュアの鍋（3 3 0）・墨書

人面土器（3 3 1）などの土製品がある。土馬3 2 3には墨で馬

具が描かれている。
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表10 SD34出土土器類の構成
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図93 SD34出土土器実測図-１（１：４）
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図94 SD34出土土器実測図-２（１：４）
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図95 SD34出土土器実測図-３（１：４）
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図96 SD53出土土器実測図（１：４）



S D 5 3出土土器（3 3 4～3 7 2）（図9 6、図版5 4、表1 1、付表

1 0） この土器群は川跡の整地に含まれていたもので、平安

京造営期から９世紀後半までの幅を持つ資料である。土師

器・黒色土器・須恵器・緑釉陶器・灰釉陶器・輸入陶磁器が

あるが、多くが細片になっており、図示できる資料は少ない。

ここでは比較的遺存状態が良好な須恵器を中心に記述する。

須恵器には杯蓋（3 3 4～3 3 7）・杯A（3 3 8～3 4 0）・杯B

（3 4 3～3 4 6）・皿A（3 4 1）・皿C（3 4 2）・鉢D（3 4 7）・鉢

（3 4 8）・壷蓋（3 4 9・3 5 0）・短頸壷（3 5 1・3 5 2）・壷M

（3 5 3～3 5 5）・壷L（3 5 6）・壷（3 5 7～3 6 0）・大型壷

（3 6 6・3 6 7）・甕（3 6 2～3 6 5・3 6 8～3 7 0）・硯（3 6 1）があ

る。杯蓋3 3 6は褐色味の強い胎土や形態的特徴からみて東海

系の製品と思われる。短頸壷3 5 2は肩部に耳を付す。壷Mに

は底部に高台を付けるものと糸切りのままのものがある。壷

3 5 8・3 5 9・3 6 0は平安京ではあまり類例を見ない資料であ

る。3 5 8は体部上方に２条の凸帯を持ち、上段の凸帯を跨い

で耳を付す。SX15出土の187と同様に播磨系の製品であろう。

甕類の破片は多く、大きさや口縁部形態には多様な種類があ

る。硯は風字硯が１点出土しているほか、杯蓋を転用したも

のがある。緑釉陶器皿（3 7 1）と椀（3 7 2）を図示した。い

ずれも山城系の製品である。

P i t 6 9出土土器（3 7 3）（図9 7、図版5 5、付表1 1） 円盤状

の天井部に外反する環状の鈕を付け、口縁部はほぼ垂直に垂

下する。天井部中央には小孔をあける。類例を見ない特殊な

形態の蓋であるが、三重県斎宮跡出土緑釉陶器にこの形態の蓋と意

匠が共通する香炉身がある。

十一町整地層出土土器（3 7 4・3 7 5）（図9 8、図版5 5、表1 2、付

表1 2） 井戸S E 5 1周辺を整地した土層から出土した土器群。９世

紀後半に位置づけられる。井戸掘形と木枠との関係から、井戸が使

用されている段階での整地であることが確認できた。土師器・黒色

土器・須恵器・緑釉陶器・灰釉陶器・輸入陶磁器など総数で6 , 1 6 3

片の土器類があるが、整地層が踏み固められていたため多くが微細

な破片となっており、形状の判明するものはわずかである。灰釉陶

器の鳥鈕蓋（3 7 4）と越州窯青磁椀（3 7 5）を図示した。3 7 4は小型の壷蓋上部に粘土塊を貼り付

け、鳥の頭部を成形した後、裏面から粘土をくりぬいて中空にしている。
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表11 SD53出土土器類の構成

図97 Pit69出土土器実測図（１：４）

図98 十一町整地層出土土器
実測図（１：４）



S E 5 1出土土器（3 7 6～3 9 8）（図9 9、図版5 5、表1 3、付表1 3） 井戸底部の石敷き上から出土し

た土器群である。土師器・黒色土器・須恵器・緑釉陶器・白色土器・灰釉陶器など、総数1 , 7 4 5片

が出土している。完全な状態で出土したものや接合して完形に復元できるものが多い。土師器に

は椀A（3 7 6～3 7 9）・杯B（3 8 0）・皿A（3 8 1～3 8 3）・高杯（3 8 4）・甕などがある。食器類は薄

く仕上げられている。外面調整は基本的にはオサエとナデによるが、椀Aの１点（3 7 9）だけにヘ

ラケズリが施されている。甕は胴部の破片が多く、形状を知り得るものはない。黒色土器には図

示した椀（3 8 9・3 9 0）のほか甕があるが、すべて小片である。椀の内面は丁寧にヘラミガキされ

ているが、外面はヘラケズリでミガキは施さない。3 9 0には体部内面に暗文が認められる。須恵器

には壷M（3 8 5）・杯B（3 8 6）・鉢（3 8 7）・鉢D（3 8 8）・甕がある。3 8 6の体部は内湾気味に大

きく開き椀形化している。3 8 7・3 8 8の鉢は篠窯の製品と思われる。甕はすべて胴部の破片で形態

は不明。緑釉陶器は8 9片出土したが、全形がわかるものは椀（3 9 1）と皿（3 9 2）だけである。

3 9 1は底部糸切り未調整で、底部外面には施釉していない。3 9 2は削り出しの蛇の目高台。全面に

ハケ塗り施釉するが、底部外面の釉層は薄い。いずれも山城系の製品である。白色土器は椀の小

片が１点ある。灰釉陶器は耳皿（3 9 3）・皿（3 9 4・3 9 5）・椀（3 9 6～3 9 8）・瓶などがある。3 9 3

の底部は糸切り未調整、3 9 4の底部外面には「西方」と墨書されている。灰釉陶器椀皿類の施釉法

はハケ塗り（3 9 5・3 9 8）と浸け掛け（3 9 4・3 9 6・3 9 7）の両者がある。この土器群の年代は９世

紀末頃に位置づけられる。これをこの井戸の廃絶期とすれば、先述した整地層に含まれる遺物の
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表12 十一町整地層出土土器類の構成 表13 SE51出土土器類の構成



年代との関係から井戸の存続期間を９世紀後半～末頃と推

定できる。

S E 5 2出土土器（3 9 9～4 0 4）（図1 0 0、付表1 4） 底部の

褐色砂礫層から出土した土器。総数4 9 5片と少量であるが、

S E 5 1の土器類と同様９世紀末頃に位置づけられ、十一町

北部が衰退する時期を示す資料として重要である。土師器

皿A（3 9 9・4 0 0）・椀A（4 0 1）・杯B（4 0 2）・緑釉陶器椀

（4 0 3）・灰釉陶器皿（4 0 4）を図示した。このほか黒色土

器・須恵器・白色土器があるがほとんどが細片である。土

師器食器類の外面調整はすべてオサエとナデによる。4 0 2

の内面にはハケメが明瞭に残る。4 0 3の底部は糸切り未調

整。山城系の製品である。4 0 4はハケ塗り施釉。底部の切

り離しが糸切りではなく、ヘラ切りであることから猿投窯

以外の製品と思われるが、産地は特定できない。
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図99 SE51出土土器実測図（１：４）

図100 SE52出土土器実測図（１：４）



瓦類（瓦１～2 1・1 0 1・1 0 2）（図1 0 1・1 0 2、図版3 6・3 7・4 3） 平安時代前期の瓦類はすべて

右京側のX F地区で出土しており、特に十四町のS D 3 4から多く出土している。軒丸瓦・軒平瓦・

鴟尾のほか平瓦・丸瓦や刻印を持つ瓦があり、平安京以前の都城で使用されていた搬入瓦も多い

が、ここでは軒丸瓦12点・軒平瓦８点・鴟尾１点・刻印２点について一括して概略を記す。

瓦１　複弁蓮華文軒丸瓦　中房蓮子は１+８。外区内縁の珠文は2 4である。外区外縁には凸鋸

歯文を配する。色調は均一な淡灰色、硬質である。平城宮6320型式（Abか）。三町土取り跡出土。

瓦２　複弁蓮華文軒丸瓦　中房蓮子数が１+５+９。外区内縁に珠文、外縁は線鋸歯文。瓦当裏

面には布目と指オサエ痕が残る。顎部分はケズリ調整。灰～灰白色を呈し、軟質である。平城宮

6301B型式。六町SE13出土。

瓦３　複弁蓮華文軒丸瓦　外区の珠文の間隔が広い。裏面に布目が残る。暗茶灰色を呈し、焼

成が甘く軟質である。『平安京古瓦図録』（以下『平古』とする）77と同系か。十四町SD34出土。

瓦４　単弁蓮華文軒丸瓦　弁の配置が不均等である。外区内縁に珠文、外縁に線鋸歯文を配す

る。砂粒が多く軟質、型式は不明。十四町SD34出土。

瓦５　複弁蓮華文軒丸瓦　４葉と思われるが、瓦当面が崩れており判然としない。外区の珠文

間隔は広い。裏面に布目が確認できる。硬質で灰色を呈する。型式不明。十四町耕作溝出土。

瓦６　複弁蓮華文軒丸瓦　外区から弁にかけて笵傷が認められる。淡灰色で軟質。平城宮6 2 3 5

型式に類似する。十四町SD34出土。

瓦７　単弁蓮華文軒丸瓦　『平古』5 2に似るが、弁同士が接しており、明らかに異笵である。

淡灰褐色、軟質。十一町整地層出土。

瓦８　複弁蓮華文軒丸瓦　内側の界線が正円ではなく、弁端のふくらみに対応して曲線を描く。

珠文間隔は広い。周縁をヘラケズリしている。灰～暗灰色、硬質である。十四町SD34出土。

瓦９　単弁蓮華文軒丸瓦　弁は厚く盛り上がる。平城宮6 1 3 3型式のいずれかと思われる。十四

町SD34出土。

瓦1 0 複弁蓮華文軒丸瓦　珠文は大きい。灰色～淡赤灰色で、やや軟質。『平古』3 6・3 7と同

系か。十四町SD34出土。

瓦1 1 重圏文軒丸瓦　小片で型式は特定できない。表面は黒灰色、胎土は灰白色で軟質。十四

町SD34出土。

瓦1 2 複弁蓮華文軒丸瓦　花弁が粗雑で単弁のようにも見える。暗灰色を呈し、軟質で表面が

磨滅している。『平古』45と同系か。十四町SD34出土。

瓦1 3 唐草文軒平瓦　中央部が欠損しているが、均整唐草文と思われる。表面は暗灰色、胎土

は灰色で軟質。平城宮6685型式か。三町土取り跡出土。

瓦1 4 均整唐草文軒平瓦　曲線顎で下外区に線鋸歯文、上外区と脇区には珠文を配する。珠文

は楕円形。凹面に布目、凸面には縄目タタキ痕が残る。端部は横方向にヘラケズリする。中心飾

りの形がわずかに異なるが平城宮6671型式か。灰白色、軟質。三町土取り跡出土。

瓦1 5 均整唐草文軒平瓦　側面はヘラケズリ調整。表面は黒灰色、胎土は明灰色で軟質である。
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図101 平安時代前期の軒瓦拓影・実測図（１：４）



平城宮6721C型式。十四町SD34出土。

瓦1 6 均整唐草文軒平瓦　凹面に布目痕。凸

面は縦方向にヘラケズリ調整。『平古』2 9 9・

3 0 0・3 0 2と同系、平城宮式6 7 3 2型式か。六町

土取り跡出土。

瓦1 7 唐草文軒平瓦　曲線顎で、凹面には布

目痕。端部は横方向ヘラケズリ調整。凹面は縦

方向にヘラケズリ調整。淡灰褐色でやや軟質。

『木村捷三朗収集瓦図録』図版1 1の7 3と同種。

栗栖野瓦窯の製品か。十一町SD53出土。

瓦1 8 均整唐草文軒平瓦　側面と下端部をヘ

ラケズリ。凹面は横方向にヘラ調整。色調は灰

色で軟質。平城宮6 7 2 1 C型式。六町土取り跡出

土。

瓦1 9 均整唐草文軒平瓦　曲線顎、凹面には

布目痕が残る。端部は横方向にヘラ削り調整。

『長岡京古瓦聚成』第67図61（平安京西鴻臚館出土）と同種。三町土取り跡出土。

瓦2 0 均整唐草文軒平瓦　端部は横方向にヘラケズリ。表面は黒灰色、胎土は灰色でやや軟質。

平城宮6721C型式。十四町SD34出土。

瓦2 1 鴟尾　鰭部と珠文を配する縦帯の一部。鰭の単位は片切り彫りで表現する。全体をナデ

調整し、タタキ痕は見えない。胎土には砂粒を多く含み、灰色硬質である。十四町SD34出土。

瓦1 0 1 『在』銘刻印瓦　丸瓦凸面に刻印する。小片のため部位を特定しがたいが、凹面の布目

や厚みから玉縁付近と思われる。焼成は軟質である。三町土取り跡出土。

瓦102 『司』銘刻印瓦　平瓦小口に刻印する。硬質で青灰色。三町土取り跡出土。

金属製品（金１）（図1 0 3） 萬年通寳が１点（金１）出土している。出土位置は楊梅小路路面

に該当するが、近世の土取り跡からの出土である。表面が腐食し銭文がやや不鮮明になっている。

石製 具（7 3 9～7 4 1）（図1 0 4） 丸鞆２点（7 3 9・7 4 1）と巡方１点（7 4 0）がある。7 3 9は灰

白色の石材を用い表面の研磨は丁寧で、光沢を帯びる。裏面の３箇所に潜り孔をあけるが、左の

潜り孔は加工中に石材が剥離したため、向きを変えて再加工している。S D 0 3出土。7 4 0は灰白色

と淡緑灰色の縞状の色調でやや軟質の石材を用いている。垂孔から下が欠損している。表面がや

や風化気味で光沢はない。裏面３箇所に潜り孔が残る。

十一町整地層出土。7 4 1はわずかに透明感のある白色の石

材。表面の研磨は非常に丁寧で強い光沢を持つ。側面は

つや消しに仕上げている。裏面の２箇所に潜り孔を配す

る。十一町SE51出土。
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図102 鴟尾実測図（１：４）

図103 萬年通寳写真・拓影（１：２）



（３）平安時代後期から鎌倉時代の遺物

この時期の土器類には平安時代後期後半（1 2世紀後半）・平安時代末から鎌倉時代前期（1 2世

紀末から1 3世紀初頭）・鎌倉時代後半（1 3世紀後半）に属する３群がある。平安時代後期後半に

属する遺物はH K地区の朱雀大路関係の遺構やX F地区の六町を中心とする地域から出土している。

平安時代末から鎌倉時代前期の遺物はその大半がX F地区の六町周辺からの出土である。鎌倉時代
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図104 具写真・実測図（１：２）

表14 SD01出土土器の構成 表15 SE30出土土器の構成



後半の遺物はH K地区のS E 7 8以外では

出土していない。

SD01出土土器（405～412）（図105、

表1 4、付表1 5） 土師器・瓦器・須恵

器（山茶椀を含む。以下同）・焼締陶

器・輸入陶磁器がある。土師器には皿

N・鉢などがあるが、大半が皿である。

皿Nは口径で1 6 . 0㎝前後（4 1 0・4 1 1）

・1 4 . 5㎝前後（4 0 8・4 0 9）・9 . 7㎝前

後（4 0 5～4 0 7）の３群に分けられる。

調整はナデとオサエによる。総体に胎

土は緻密で、色調は灰白色～浅黄橙色

を呈する。瓦器には椀・羽釜・鍋があ

るが、小片のため図示できない。須恵

器には山茶椀・鉢・壷・甕などがある

が、これもすべて細片である。焼締陶

器は大部分が甕胴部の破片で形状の判

明するものはないが、タタキ目などの

特徴から、常滑釜の製品と考えられる

ものが多い。輸入陶磁器には図示した

口縁部が玉縁状に肥厚する白磁椀

（4 1 2）のほか、白磁の壷（水注か）が

あるが形状は不明である。この土器群

の属する時期は1 2世紀後半に位置づけ

られる。

SE30出土土器（413～432）（図106、

表1 5、付表1 6） 土師器・瓦器・須恵

器・焼締陶器・輸入陶磁器があるが、

９割以上を土師器が占め、そのほとん

どが皿である。皿Ｎには口径で1 4 . 0㎝

前後（4 1 3～4 2 3）と9 . 5㎝前後（4 2 4

～4 3 0）の２種がある。いずれも内面

および口縁部外面をナデ、外面はオサ

エ調整。胎土は細粒で、にぶい黄橙色

を呈するものが多い。4 2 9には赤褐色
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図107 SE71出土土器実測図（１：４）

図106 SE30出土土器実測図（１：４）

図105 SD01出土土器実測図（１：４）



の粒子が多く含まれている。土師器はこのほかには鉢と甕の細片が１片ずつあるだけである。瓦

器には椀・羽釜・火鉢があるが、細片で図示できない。須恵器には山茶椀・鉢・壷・甕などがあ

る。半数が甕体部の破片である。焼締陶器は器形不明の

細片が４片ある。輸入陶磁器は白磁椀（4 3 1・4 3 2）があ

る。型式的にはS D 0 1のものに近いが、皿Nの口径が大小

ともにやや縮小している傾向が認められ、後出的な様相

として理解できる。

SE71出土土器（433～442）（図107、表16、付表17）

総数は少ないが、井戸底部付近から出土した形式的にま

とまった資料である。土師器・瓦器・須恵器があるが、

大半が土師器皿である。土師器皿Nには口径1 4 . 6㎝前後

（4 3 9～4 4 2）・9 . 4㎝前後（4 3 3～4 3 8）の２群がある。他

はナデ調整する内面と口縁部外面をナデ、外面はオサエ

調整。胎土は灰白色～淡黄色で精良。時期はS D 0 1と同様

に12世紀後半に位置づけられる。

SD80出土土器（443～451）（図108、表17、付表18）

土師器・瓦器・須恵器・焼締陶器・輸入陶磁器がある。
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図108 SD80出土土器実測図（１：４）

表16 SE71出土土器の構成 表17 SD80出土土器の構成



総数4 , 6 0 4片出土している。大部分が土師器皿類で、その大半が細片になっており、形状を復元で

きたものは少ない。土師器皿Nには口径1 4 . 5㎝前後（4 4 6～4 5 1）と9 . 1㎝前後（4 4 3～4 4 5）の２

群が認められる。いずれも内面および口縁部外面にナデ、外面にはオサエ調整を施す。胎土は浅

黄橙色～にぶい黄橙色を呈する。このほか土師

器には鉢と甕の破片が少量ある。須恵器には山

茶椀・鉢・壷・甕などがあるが、大半が甕胴部

の破片である。焼締陶器は甕の胴部と器形の特

定できない破片がある。輸入陶磁器は白磁椀・

壷のほか、黄釉褐彩の盤の破片が出土している。

この土器群も12世紀後半に位置づけられる。

六町土取り跡出土須恵器（4 5 2）（図1 0 9、付

表1 9） 近世の土取跡からの出土ではあるが、

東播系の製品と思われる須恵器大型壷（4 5 2）

が１点ある。外面をナデ調整するが、体部外面

の中程に平行タタキ目を残し、底部近くにオサ

エ痕と横方向のコテ調整痕が認められる。内面

には粘土接合痕が明瞭に残る。器表および胎土

は灰白色でやや軟質である。単独で出土してい

るため時期を特定しがたいが、周辺では1 2世紀

後半～1 3世紀前半の遺物しか出土しておらず、

それらとほぼ同時期のものと思われる。

S K 2 3出土土器（4 5 3～4 6 6）（図1 1 0、表1 8、

付表2 0） 土師器・瓦器・須恵器・白色土器・
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図110 SK23出土土器実測図（１：４） 図111 SE32出土土器実測図（１：４）

図109 六町土取り跡出土須恵器実測図（１：４）
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表18 SK23出土土器の構成 表19 SE32出土土器の構成

表20 SD24出土土器の構成 表21 SK33出土土器の構成



輸入陶磁器がある。土師器皿Nは口径1 4 . 4㎝

前後（4 5 5～4 6 0）と9 . 1㎝前後（4 5 3・4 5 4）

の２群がある。胎土は灰白色で緻密なものと

橙～赤褐色で雲母や赤色粒の目立つものがあ

る。内面および口縁部外面にナデ、外面には

オサエ調整を施す。瓦器は椀の小片が少量出

土している。須恵器には山茶椀（4 6 1）・鉢

（4 6 2）・壷・甕がある。4 6 2には片口が付く。

白色土器には高杯（4 6 3）・皿（4 6 4・4 6 5）

がある。量は少なく、図示したものがすべて

である。皿の底部は糸切り未調整。輸入陶磁

器には白磁椀・皿（4 6 6）の破片が３片ある。

12世紀末頃の土器群である。

S E 3 2出土土器（4 6 7～4 7 2）（図1 1 1、表1 9、

付表21） 総数241片と出土量は少ない。大半

が土師器で、ほかに瓦器・須恵器・焼締陶器

が少量ある。土師器には皿A c（4 6 7）と皿Ｎ

（4 6 8～4 7 1）がある。皿Ｎには口径9 . 2㎝前後

（4 6 8～4 7 0）とそれよりやや大きめの9 . 8㎝

（4 7 1）がある。瓦器椀（4 7 2）は内面を比較

的密にミガキ調整するが、外面にはミガキは

ない。これも12世紀末頃の土器群である。

S D 2 4出土土器（4 7 3～5 0 5）（図1 1 2、図版

5 6、表2 0、付表2 2・2 3） 西坊城小路西側溝

S D 2 4は数次の調査で検出しているが、今回は

六町の南北中央付近の２箇所からそれぞれま

とまって出土した土器群から抽出したものを

提示する（4 7 3～4 9 3・4 9 4～5 0 5）。この二つ

の土器群には、ほとんど型式差が無く、ほぼ

同時期（1 3世紀初頭）の遺物と考えられる。

図上では比較しやすくするため２群に分けた

が、内容の記述は一括する。総数で1 0 , 2 9 5片

の土器類が出土しており、土師器・瓦器・須

恵器・白色土器・焼締陶器・輸入陶磁器があ

る。土師器には皿N・皿A c（4 8 1・4 9 4）・皿
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図113 SK33出土土器実測図（１：４）

図112 SD24出土土器実測図（１：４）



Sがあり、皿Nは口径で13.2㎝前後（485～493・501～504）と9.0㎝前後（473～480・495～498）

の２群に分けられ、前者の中には502のように深い形態のものが少数含まれる。皿Acは口径8.6㎝、

底部がやや下方にふくらむ。皿Sは白色系の土師器で、口径が1 2 . 9㎝のもの（4 8 4）と8 . 7㎝前後

（4 8 2・5 0 0）、それよりやや大きい9 . 7㎝のもの（4 8 3）がある。皿S c（4 9 9）は皿A cに類似した

形態だが、胎土や調整は皿Sと共通する。皿Nおよび皿A cの胎土は概ね黄橙色～鈍い橙色を呈する

ものが多く、皿Sは灰白色で精良である。いずれも内面および口縁部外面にナデ、外面にはオサエ

調整を施すが、皿Sの調整は丁寧である。瓦器には図示した椀（5 0 5）以外に羽釜・火鉢などがあ

る。須恵器には山茶椀・鉢・壷・甕などがあるが、小片ばかりである。白色土器は椀の小片が１

点出土した。焼締陶器は甕の胴部片が３片、輸入陶磁器には白磁椀・壷のほか黄釉褐彩の盤の破

片が１点ある。12世紀末頃の土器群。

S K 3 3出土土器（5 0 6～5 2 0）（図1 1 3、表2 1、付表2 4） 瓦器椀と山茶椀の小片が１片ずつある

以外はすべて土師器皿類である。皿類には皿N・皿S nがあり、皿Nは口径で1 3 . 0㎝前後（5 1 4～

5 2 0）・8 . 5㎝前後（5 0 6～5 1 1）の２群に分けられる。皿S nは通常のものと異なり、皿Nに類似す

る形態をとるが、胎土や調整の特徴は一般的な皿Sと共通する。口径9.7㎝（512）と12.2㎝（513）

の２種がある。

S G 2 6出土土器（5 2 1～6 0 6）（図1 1 4、図版5 7・5 8、表2 2、付表2 5） 総数4 , 1 2 6片の土器類が

出土した。大半が土師器皿類で、ほかに瓦器・須恵器・焼締陶器・輸入陶磁器が少量ある。土師
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図114 SG26出土土器実測図（１：４）



器皿類には皿N・皿A c・皿S・皿S n・皿S cがあり、皿Nは口径で大きく分けて8 . 6㎝前後のもの

（5 2 1～5 5 4）と1 3 . 6㎝前後を中心にするもの（5 6 2～5 9 2）がある。このほかに1 2㎝台（5 5 9～

5 6 1）や1 5㎝台のもの（5 9 3）も少量あるが、これらを階級として明確に分離できるような分布状

況ではない。皿A c（5 5 5～5 5 8）は口径9 . 0㎝前後のものがある。皿S（5 9 8～6 0 3）は口径1 2 . 2～

1 3 . 8㎝で、やや深みが強い。皿S n（5 9 6・5 9 7）は皿Nの小型のものに類似する形態で、口径9 . 0

㎝前後。皿S cは皿A cに類似する形態で口径8 . 2㎝（5 9 4）と9 . 0㎝のもの（5 9 5）がある。土師器

皿類の胎土や調整はS D 2 4やS K 3 3のものと共通している。数量的には皿N系が圧倒的に多く、皿S

系はわずかである。瓦器には椀（6 0 4）のほか少量の鍋・火鉢の破片がある。椀の内面は密にヘラ

ミガキされているが、外面はオサエ調整だけである。須恵器には山茶椀・鉢・壷・甕などがある

がすべて小片である。焼締陶器は器形の特定不可能な小片が２片ある。輸入陶磁器には図示した

龍泉窯系の青磁皿（605）・黄釉褐彩盤（606）のほか白磁椀の小片がある。13世紀初頭の土器群。

S B 7 9出土土器（6 0 7～6 5 3）（図1 1 5、図版5 9・6 0、表2 3、付表2 6） 御堂の上層建物に関わる

土器群を図示した。総数で1 4 , 3 3 1片が出土しているが、細片が多く図示できたものはわずかであ

る。土師器・瓦器・須恵器・白色土器・焼締陶器・輸入陶磁器がある。９割以上が土師器でその

ほとんどが皿類である。土師器皿類には皿N・皿S・皿S cがある。皿Nには口径8 . 4㎝前後のもの

（6 0 7～6 2 0）・1 3 . 0㎝前後のもの（6 2 1～6 2 7）と1 4㎝を超えるもの（6 2 8）がある。皿Sには口径

8 . 6㎝（6 3 2）・1 0 . 9㎝（6 3 3）・1 3 . 0㎝（6 3 4・6 3 5）の３種がある。皿S c（6 2 9～6 3 1）は口径

6 . 5～6 . 8㎝で大きさがほぼ揃

っている。土師器にはこのほ

か甕や器形の特定できない破

片がある。瓦器には椀・羽

釜・鍋・火鉢などがある。須

恵器には山茶椀・鉢・壷・甕

などがある。甕の胴部破片が

半数以上を占める。白色土器

は椀あるいは皿が４片出土し

た。焼締陶器はほとんど甕の

破片である。輸入陶磁器には

図示した青白磁合子（6 3 6）・

同安窯系青磁皿（6 3 7）・磁州

窯系壷（図版6 0 - 6 3 8～6 5 0）・

吉州窯の壷（図版6 0 - 6 5 1～

6 5 3）のほか、白磁椀・黄釉褐

彩盤・緑釉盤・龍泉窯系の青

磁皿・椀などがある。磁州窯
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図115 SB79出土土器実測図（１：４）
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図116 SE06出土土器実測図（１：４）



系壷は暗灰色の胎土に白化粧し、文様部を残して化粧土を掻

き落とす。掻き落とした部分には黒彩を施した後に全体に施

釉したものである。吉州窯の壷は明灰褐色の素地に黒化粧を

掛け、文様部を掻き落として鉄絵で文様の細部を描く。この

土器群はS G 2 6と比較すると、土師器皿類で相対的に法量の

縮小傾向があること、皿S系に後出的な要素がみえる点から、

SG 26より新しく13世紀前半に位置づけられる。

S E 0 6出土土器（6 5 4～7 3 5）（図1 1 6、表2 4、付表2 7） 総

数で1 3 , 6 5 1片の土器類が出土した。そのほとんどが土師器皿

類で、そのほかに瓦器・須恵器・古瀬戸・焼締陶器・輸入陶

磁器がある。土師器には皿S c・皿S n・皿S・皿N・盤・釜が

ある。皿S c（6 5 4～6 6 0）は口径5 . 0㎝前後の小型品ばかりで

ある。皿S nには口径８㎝台（6 6 1・6 6 2）と1 0 . 0㎝のもの

（6 6 3）がある。皿Sには口径7 . 6㎝前後（6 6 4～6 7 8）・1 1 . 0

㎝前後（6 7 9～6 8 3）・1 3 . 0㎝前後（6 8 4～6 9 9）の３群があ

る。皿Nには口径8 . 5㎝前後（7 0 0～7 1 5）・1 1 . 8㎝前後（7 1 6

～727）の２群がある。製作技法はSB79のものと共通するが、

皿S系・皿N系ともにS B 7 9より薄く成形されているものが多

い。火鉢（7 2 8）は底部外面に籾痕跡が残る。瓦器には皿S c

に類似する小型の皿（7 3 0）・底部が平坦で高台を付けない

輪花椀（7 3 1・7 3 2）・椀（7 3 3）や、土師器盤と同型の盤（7 2 9）・羽釜（7 3 4）などがある。

7 3 1・7 3 2は内面に粗いミガキ、底部に花形の暗文を施す。須恵器には山茶椀・東播系の鉢・甕な

どがあるが、すべて小片である。古瀬戸には灰釉の椀皿類・壷などがあるが、図示できるものは

ない。焼締陶器はほとんどが甕体部片で形態は不明である。輸入陶磁器も細片ばかりであるが、

龍泉窯系の椀（735）や黄釉褐彩盤がある。

瓦類（瓦22～100・103～112）（図117～119、図版38～43） この時期の瓦類は大半がHK地区

とX F地区の東部を中心とする地域から出土している。特に御堂跡が検出された右京六条一坊六町

では平安時代末から鎌倉時代の瓦類が多く出土した。瓦類には丸瓦・平瓦・軒丸瓦・軒平瓦があ

り、ヘラ記号を持つものも多い。以下、主要な瓦類について概説する。なお出土地にH K地区と冠

したもの以外は、右京側のXF地区からの出土である。

瓦2 2 単弁蓮華文軒丸瓦　蓮子は１+４。凸面から瓦当面にかけて縄タタキ痕が残る。凸面を

縦方向ケズリ。凹面に布目痕。瓦当裏面はナデ指オサエ調整。顎部分にも縄タタキ痕が残る。焼

成軟質。六町SB79出土。

瓦2 3 単弁蓮華文軒丸瓦　文様は４弁の花菱状。Y字状の間弁が両先端が花弁を包む様に延び

る。瓦当裏面指オサエ。顎部分横方向ケズリ調整。凸面縦方向ケズリ調整。六町SG26出土。
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瓦2 4 蓮華文軒丸瓦　単弁４弁だが、弁の基本形がよくわからない。外区に珠文を配する。六

町SG26出土。

瓦2 5 複弁蓮華文軒丸瓦　凹形中房で、外区との圏線は二重。焼成硬質。山城産。『木村捷三朗

収集瓦図録』図版48の778と同型式。HK地区一町土取り跡出土。

瓦2 6 三巴文軒丸瓦　右巻き。外区に珠文は無い。瓦当裏面は指オサエ痕。凸面は縦方向のヘ

ラケズリ調整。凹面に布目痕が残る。巴文様中心と左上に笵傷がある。四町土取り跡出土。

瓦2 7 三巴文軒丸瓦　右巻き。外区に珠文は無い。丸瓦の厚みは8 m mと薄い。瓦当面は横楕円

形。六町SG26出土。

瓦2 8 三巴文軒丸瓦　右巻き。巴の尾部が二重に回り圏線状になる。外区に珠文は無い。笵傷

あり。凸面縦方向ケズリ調整。顎部分は横方向にヘラケズリ調整。四町土取り跡出土。

瓦2 9 三巴文軒丸瓦　右巻き。外縁は重圏文状となる。外区に珠文は無い。瓦当部には離れ砂

が付着する。四町土取り跡出土。

瓦3 0 三巴文軒丸瓦　左巻き。巴の尾部がつながり圏線状になる。外区に珠文は無い。笵傷有

り。凸面縦方向にケズリ調整。六町SG26出土。

瓦31 三巴文軒丸瓦　左巻き。外区に珠文は無い。笵は深い。六町土取り跡出土。

瓦3 2 三巴文軒丸瓦　右巻き。巴の頭部が中心でがつながっている。外区に珠文は無い。三町

土取り跡出土。

瓦33 三巴文軒丸瓦　右巻き。外区に珠文は無い。六町SB79出土。

瓦34 三巴文軒丸瓦　左巻き。外区に珠文を配する。珠文間隔は密。六町SB79出土。

瓦3 5 三巴文軒丸瓦　右巻き。外区に珠文1 3個を配する。巴の尾部がつながり圏線状になる。

凹面布目と紐痕が残る。凸面縄目痕。「×」のヘラ記号がある。六町SG26出土。

瓦3 6 三巴文軒丸瓦　右巻き。外区に珠文1 3個を配する。凹面は布目痕が残る。端部から瓦当

裏面にかけて指オサエ・ナデ調整。瓦3 5と同笵の可能性がある。凸面は縄目タタキ痕が残り、端

部にかけて縦方向のケズリ調整。六町SG26出土。

瓦37 三巴文軒丸瓦　右巻き。巴文は細い。外区に珠文を配する。HK地区一町土取り跡出土。

瓦3 8 三巴文軒丸瓦　右巻き。外区に珠文1 5個を配する。凹面瓦当裏指オサエ調整。六町

SB79出土。

瓦3 9 三巴文軒丸瓦　右巻き。巴の周囲に圏線が巡る。外区に珠文1 6個を配する。凹面に布目

痕。端部から瓦当裏面指オサエ・ナデ調整。凸面は端部にかけて縦方向のケズリ調整。六町第２

層出土。

瓦40 三巴文軒丸瓦　左巻き。外区に珠文を配する。六町SG26出土。

瓦4 1 二巴文軒丸瓦　右巻き。外区に珠文1 3個を配する。凹面に布目痕がわずかに残る。丸瓦

部は指オサエ・ナデ調整。凸面は端部より縦方向のヘラケズリ。三町土取り跡出土。

瓦42 三巴文軒丸瓦　右巻き。巴の周囲に圏線が巡る。外区には珠文を配する。六町SB79出土。

瓦4 3 三巴文軒丸瓦　右巻き。巴の尾部が接続する。外区には珠文2 2個を配する。やや大振り
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図117 平安時代後期から鎌倉時代の軒瓦拓影・実測図-１（１：４）



の瓦。十四町SD34流路５出土。

瓦44 三巴文軒丸瓦　右巻きで、外区に珠文は無い。十四町SD34流路５出土。

瓦4 5 三巴文軒丸瓦　右巻き。外区に珠文を配する。凹面は指ナデ・オサエ調整。凸面は縦方

向ケズリ調整。六町SG26出土。

瓦46 三巴文軒丸瓦　右巻き。巴周囲に圏線が巡る。外区に珠文を配する。六町SG26出土。

瓦4 7 三巴文軒丸瓦　右巻き。巴の周囲に鋸歯文。圏線は二重凸面横方向縄目タタキ痕、丸瓦

凸面縦方向縄目タタキ痕。丸瓦凹面に布目痕。瓦当裏面指オサエ調整。六町SB79出土。

瓦48 三巴文軒丸瓦　右巻き。外区に珠文は無い。六町SG26出土。

瓦4 9 格子文軒平瓦　半折り曲げ式。顎部は横ヘラケズリ、瓦当裏面指オサエ・ナデ調整。『木

村捷三朗収集瓦図録』図版12の118と同種。HK地区一町土取り跡出土。

瓦5 0 斜格子文軒平瓦　折り曲げ式。凹面には布目痕が残る。『木村捷三朗収集瓦図録』図版

12の120と同種か。六町SE31出土。

瓦5 1 鋸歯文軒平瓦　折り曲げ式。凹面から瓦当面に布目痕が続く。瓦当上面は横方向にヘラ

削り、凸面・顎下面に縄目タタキ痕が残る。六町SB79出土。

瓦52 斜格子文軒平瓦　顎下面横方向ヘラケズリ調整。小片で詳細不明。六町SG26北岸出土。

瓦53 格子文軒平瓦　折り曲げ式。凹面に布目痕。十四町SD34流路５出土。

瓦5 4 唐草文軒平瓦　焼成良好で瓦当文様は明瞭だが小片である。、凹面は縄目痕が残る。瓦当

上面は横方向にヘラケズリ調整。珠文は上下で大きさが違う。HK地区一町土取り跡出土。

瓦5 5 唐草文軒平瓦　段顎で、凹面は布目痕が残る。端部を横方向にヘラケズリ調整、凸面は

横方向にヘラケズリ調整。播磨産。六町SD24出土。

瓦56 唐草文軒平瓦　折り曲げ式。焼成が甘く、表面が磨滅している。六町SD29北部出土。

瓦57 唐草文軒平瓦　折り曲げ式。凹面は布目痕。凸面は端部指オサエ調整。六町SE30出土。

瓦5 8 唐草文軒平瓦　折り曲げ式。凹面は布目痕。凸面は端部指オサエ調整。十四町S D 3 4流路

５出土。

瓦5 9 唐草文軒平瓦　折り曲げ式。凹面は布目痕を残す。凸面・瓦当下面は縄目タタキ痕。瓦

当上面・下面は横方向にヘラケズリ調整。十四町SD34流路５出土。

瓦60 偏行唐草文軒平瓦　折り曲げ式。三町土取り跡出土。

瓦6 1 唐草文軒平瓦　折り曲げ式。凹面は布目痕を残す。凸面・瓦当下面は縄目タタキ痕。瓦

当上面は横方向にヘラケズリ調整している。三町土取り跡出土。

瓦62 波形文軒平瓦　折り曲げ式。小片で詳細不明。六町SB79出土。

瓦6 3 波形文軒平瓦　折り曲げ式。瓦当上面はヘラケズリ。平瓦部凹面は布目痕を残し縦方向

にヘラケズリ調整。凸面顎部分は横方向にケズリ調整。『法住寺殿発掘調査概報』古代學協會第2 2

図-6と同型式。播磨産。六町SB79出土。

瓦6 4 花菱文軒平瓦　曲線顎。凹面に縄目痕。凸面は指オサエ調整。文様はわずかに花文が残

る。六町SB79出土。
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図118 平安時代後期から鎌倉時代の軒瓦拓影・実測図-２（１：４）



瓦6 5～6 7 花菱文軒平瓦　左右に全形、中央上下縁に半裁した花菱文を配する。瓦当面には黒

漆が塗布されている。瓦当面の形態や奥行きが約7 . 5㎝と短いこと、胎土が赤褐色で焼成が非常に

緩いことなど通常の瓦と異なる点の多い製品である。屋瓦ではなく特殊な用途に供されたものか。

六町SK23（瓦65）・六町SB79（瓦66・67）出土。

瓦6 8 雁巴文軒平瓦　尾部がつながり圏状になった右巻き二巴文と雁文が確認できる。瓦当上

下の幅に対して、笵の幅が狭く上方に施文されている。六町土取り跡出土。

瓦6 9 巴文軒平瓦　右巻き二巴文を７つ配する。両端の巴文は瓦当縁で途切れている。凹面に

布目痕。凸面には粗い縄目タタキ痕が残る。三町土取り跡出土。

瓦7 0 巴文軒平瓦　折り曲げ式。左巻き二巴文とその間に上下縁から花弁文を配する。段顎で、

凸面に縄目タタキ痕が残る。四町土取り跡出土。
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図119 平安時代後期から鎌倉時代の軒瓦拓影・実測図-３（１：４）



瓦7 1 剣巴文軒平瓦　半折り曲げ式。中央に右巻き二巴文、その両側に剣頭文を３個ずつ配す

る。凹面に布目痕。瓦当端部は横方向ヘラケズリ。凸面は縦方向ヘラケズリ。六町SB79出土。

瓦72 剣巴文軒平瓦　瓦71と同笵。右側部分。六町SB79出土。

瓦73 剣巴文軒平瓦　右巻き三巴と剣頭文が一部残る。小片で詳細は不明。六町土取り跡出土。

瓦7 4 剣巴文軒平瓦　半折り曲げ式。中央に右巻き巴文、その左に剣頭文を３個半配する。凹

面は布目痕。瓦当端部は横方向ヘラケズリ。凸面は縦方向ヘラケズリ・指オサエ調整。六町S B 7 9

出土。

瓦7 5 剣巴文軒平瓦　半折り曲げ式。右巻き二巴文と剣頭文を交互に配する。凹面は布目痕。

瓦当端部は横方向ヘラケズリ。凸面は縦方向ヘラケズリ調整。六町SB79出土。

瓦7 6 剣巴文軒平瓦　３個の剣頭文を挟んで左巻き巴文を配する。瓦当端部は横方向ヘラケズ

リ。凸面は縦方向ヘラケズリ調整。六町土取り跡出土。

瓦7 7 剣頭文軒平瓦　半折り曲げ式。剣頭文を９個（両端は半分）配する。凸面の顎部分に曲

げた時のしわが残る。凹面から瓦当面に布目痕。瓦当上下面・横方向にヘラケズリ調整。六町

SB79出土。

瓦7 8 剣頭文軒平瓦　半折り曲げ式。剣頭文は８個（残数は６。同笵の検討による）右から５

つ目の剣頭文の幅が広い。凹面は布目痕。凸面ナデ・オサエ調整。顎は横にヘラケズリ・ナデ痕。

六町SB79出土。

瓦7 9 剣頭文軒平瓦　半折り曲げ式。剣頭文を６個配する。凹面に布目痕。瓦当部分にも布目

痕が残る。凸面は縄目タタキ痕。瓦当上下面は横方向にヘラケズリ調整。六町SE30出土。

瓦8 0 剣頭文軒平瓦　半折り曲げ式。剣頭文は８個で、右から５つ目の剣頭文の幅が広く瓦7 8

と同笵の可能性がある。凹面に布目痕。凸面はナデ・オサエ調整。顎部分は横方向にヘラケズ

リ・ナデ痕。顎頸部に凹形の調整台の圧痕がある。六町SE30出土。

瓦8 1 剣頭文軒平瓦　半折り曲げ式。凸面に「×」ヘラ記号。焼成甘く表面が磨滅している。

六町SB79出土。

瓦8 2 剣頭文軒平瓦　半折り曲げ式。凹面は布目痕。顎部分横ヘラケズリ調整。瓦当上端をヘ

ラケズリしている。六町SG26北岸出土。

瓦83 剣頭文軒平瓦　瓦当の一部のみ残存。HK地区一町土取り跡出土。

瓦8 4 剣頭文軒平瓦　半折り曲げ式。凹面から瓦当部にかけて粗い布目痕。H K地区一町土取

り跡出土。

瓦85 剣頭文軒平瓦　半折り曲げ式。剣頭文６個（同笵の検討による）。六町SB79出土。

瓦8 6 剣頭文軒平瓦　半折り曲げ式。左側の剣頭文２個が笵の破損で大きく崩れている。凹面

に布目痕。凸面はナデ・オサエ調整。六町SB79出土。

瓦8 7 剣頭文軒平瓦　半折り曲げ式。凹面に布目痕。凸面はナデ・オサエ調整。三町土取り跡

出土。

瓦88 剣頭文軒平瓦　半折り曲げ式。顎裏面に強いナデ痕跡。六町SB79出土。
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瓦8 9 剣頭文軒平瓦　半折り曲げ式。文様は端正。凹面に布目痕。凸面には縄目タタキ痕。瓦

当裏面指ナデ・オサエ痕、調整台痕がわずかに残る。十四町SD34流路５出土。

瓦9 0 剣頭文軒平瓦　半折り曲げ式。凹面に布目痕。凸面にヘラ記号の一部が残る。六町S B 7 9

出土。

瓦9 1 剣頭文軒平瓦　半折り曲げ式。凹面に粗い布目痕。凸面は縄目タタキか。表面が磨滅し

ている。六町土取り跡出土。

瓦92 剣頭文軒平瓦　折り曲げ式か。表面磨滅のため観察困難。HK地区一町土取り跡出土。

瓦93 剣頭文軒平瓦　半折り曲げ式。凸面はナデ調整。六町土取り跡出土。

瓦9 4 剣頭文軒平瓦　瓦当と笵の曲率が合っていない。凹面に糸切り痕。顎下面をヘラケズリ。

凸面は縦方向のヘラケズリ。六町SB79出土。

瓦95 剣頭文軒平瓦　半折り曲げ式。凹面に布目痕。凸面はナデ調整。六町土取り跡出土。

瓦9 6 丸瓦　長さ2 9 . 5㎝、幅1 0 . 8㎝。凸面は縄目タタキで、先端部を横方向にナデ調整。凹面

には全体に布目痕が残る。周縁部をヘラケズリする。焼成はやや軟質である。六町SB79出土。

瓦9 7 丸瓦　長さ2 9 . 0㎝、幅1 1 . 0㎝。技法の特徴は瓦9 6と同じで、焼

成はやや硬質。六町SB79出土。

瓦9 8 平瓦　長さ2 3 . 5㎝、幅1 5 . 0～1 6 . 0㎝。凹面・凸面とも糸切り痕

が強く残る。四周をヘラケズリ調整する。焼成は甘く、軟質で磨滅が激

しい。六町SX28出土。

瓦9 9 平瓦　残長1 7 . 5㎝、幅1 4 . 0㎝。凹面に離れ砂。凸面には斜格子

タタキ痕。焼成は硬質。六町SB79出土。

瓦1 0 0 平瓦　残長1 1 . 5㎝、幅1 6 . 5㎝。凹面に糸切り痕と離れ砂。凸面

には縄目タタキ痕。周囲をヘラケズリ調整する。焼成は軟質。六町S B 7 9

出土。

瓦1 0 3～1 1 2 ヘラ記号　「×」・「∨」・「‖」・「｜」の４種類が確認

できた。「×」は瓦1 0 3・瓦1 1 1平瓦凸面、「∨」は瓦1 0 4・瓦1 0 5・瓦1 0 6

いずれも丸瓦凸面の玉縁付近・瓦1 0 9平瓦凸面、「‖」は瓦

1 1 0・瓦1 1 2平瓦凸面、「｜」は瓦1 0 7・瓦1 0 8平瓦凸面に刻

まれている。

木簡（木１）（図1 2 0） 片面に「南無大日□□」と墨書

されている。裏面には墨書はない。頭部に刻みを入れ、塔

婆形にしている。SD01出土。

人骨（骨１）（図1 2 1） 成人男性と思われる下顎骨。右

臼歯２・大臼歯２と左大臼歯２が遺存している。右第２大

臼歯は欠損しているが、歯槽の窪みが完全に埋まっており、

脱落後長期間を経ていることがわかる。SD01出土。
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図120 SD01出土木簡
実測図（１：４）

図121 SD01出土ヒト下顎骨

骨１



（４）江戸時代の遺物

S D 6 7出土土器・金属製品（7 3 6～7 3 8、金２～2 5）（図1 2 2・1 2 3、図版6 0、付表2 8） 出土量

はきわめて少ない。土器類では図示した美濃鉄釉椀（7 3 6）・伊万里染付椀（7 3 7）・丹波鉢？

（738）のほか、土師器皿・信楽擂鉢の細片が少量ある。時期的には17世紀後半にまとまっており、

御土居の濠の廃絶期を推定する資料として貴重である。金属製品には銅銭がある。もともと緡銭

として束ねられていたものとみえ、紐は検出できなかったが連なった状態で出土した。元祐通寳

（金２）と元豊通寳（金３）の２枚の宋銭以外はすべて寛永通寳である。

－93－

図122 SD67出土陶磁器実測図（１：４） 図123 SD67出土銭貨拓影（１：２）

表25 遺物概要表



４．ま と め

平成３年度から1 4年度にかけて実施した一連の調査を通じて、この地域の変遷の概略を知るこ

とができた。以下ではその成果について簡単にまとめておきたい。

既に述べた通り、今回の調査で検出した遺構・遺物は、平安時代以前（縄文時代から古墳時代

後期）・平安時代前期（９世紀）・平安時代後期から鎌倉時代（1 2世紀後半～1 4世紀前半）・江戸

時代（17世紀後半）の４群にまとめられる。ここではそれを１期～４期と仮称する。

各期は継続的に遷移しておらず、その間に古墳時代後期から奈良時代（７～８世紀）・平安時代

中期から後期（1 0～1 2世紀前半）・鎌倉時代後期から江戸時代初期（1 4世紀後半～1 7世紀前半）

の空白期が介在している。

１期は長期にわたり、この間にも何らかの変化が見込まれるが、遺構・遺物の密度が低く、平

安時代以降のように様相を具体的にとらえることができなかった。平安京が成立する以前という

枠で一括してとらえておく。いずれにせよ、この期間のうちに積極的な土地利用の痕跡は確認さ

れておらず、周辺の調査結果を含めた流路や湿地などの分布状況からみて、ほとんど未開発の自

然地形が大勢を占めていたものと思われる。

２期の遺構は左京側のH K地区では検出されず、すべて右京側のX F地区に偏っている。六町・

十一町・十四町それぞれの町で井戸や建物を検出したが、今回の調査に限れば、皇嘉門大路の西

側、特に十四町で多くの遺構・遺物を検出した。このなかで注目される点は、平安京の造営を契

機として旧流路や湿地など自然地形が埋め立てられ宅地化してゆく過程が判明したことである。

さらにこうした開発が遷都後の短期間に限らず、９世紀後半までの幅の中で漸進的に進行した

ことを確認できたことは重要である。S D 3 4のように、自然河川が遷都後もしばらくのあいだ町内

を流れ、それに制約されながらも川岸に近接した地域まで生活空間として利用し、やがて川を埋

め立て、利用可能な土地を拡張し、それに伴って９世紀後半には楊梅小路側溝も西延長されてゆ

く。平安京域のなかで、こうした変化が確認された例は以外に少なく、地域の都市景観の変遷を

考察する上で貴重な情報といえよう。

六町や十一町でも、十四町ほどの密度ではないが平安時代前期の遺構・遺物を検出している。

六町のS X 1 5や十一町のS D 5 3の状況も、S D 3 4と同様に川跡や湿地が段階的に整地され宅地へと変

化していったことを示している。そしてこれらの遺構が９世紀末頃にほぼ一斉に廃絶する。こう

した現象は周辺の調査結果でも確認されており、その要因については今後とも検討を進めるべき

点ではあるが。この地域に共通する様相として認識できる。またこれは地域により多少の時期差

はあるが、平安京の右京が遷都後の比較的早い段階で衰退して行ったことを示す事例の一つとし

てとらえることができる。

３期の遺構はH K地区では主に、朱雀大路東側溝・路面・樋口小路北側溝・坊城小路西側溝など

条坊街路関連の遺構を検出した。いずれも平安時代後期から鎌倉時代前期のもので、土取り跡の

ため坊城小路では未確認だが、朱雀大路・樋口小路については鎌倉時代前期に路面側に移動して
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いることを確認した。この街路関係の遺構が造営期から継続的に存在していたのか、あるいは右

京側の遺構のように一時廃絶した後に再び開削されたのかは、調査区の制約もあり現時点では明

らかではない。

X F地区では六町や三町でこの時期の遺構を多数検出した。条坊街路関連の遺構としては、西坊

城小路の両側溝や一部ではあるが楊梅小路北側溝を確認している。

この時期で特に注目されるのは六町の平安時代末から鎌倉時代の遺構群である。S B 7 9・S G 2 6

などをはじめ、その周辺でほぼ同時期と目される溝・井戸・建物・石列などが検出され、この町

に池や御堂を備えた邸宅が存在していたことが明らかになった。御堂S B 7 9は火災を受けた後に同

じ場所に再建されており、さらに下層には先行する1 2世紀後半の区画溝と思われる東西方向の溝

やその溝と同時期の井戸などを検出した。これは９世紀末頃に衰退したこの地が1 2世紀後半に再

び利用されるようになり、鎌倉時代前半まで継続して生活が営まれたことを示している。

六町西部の南北中央付近に位置するS B 7 9の下層には平安時代以前の川跡S D 8 5が重複しており、

腐植土・シルト・砂層などの軟弱な土層が重層した、六町の範囲内では条件の悪い場所である。

調査区内に限ってみても、建築場所を東あるいは南にわずかに移動すればこの川跡の影響は無く

なる。しかし、敢えてこのような場所に、複雑な工程を経た地盤改良を施してまで御堂を建築し

たのは何故か。これはおそらく町の中央に位置するS X 8 4や池S G 2 6との関係が考慮された結果と

思われる。町の南部の池、町の中央に配置された何らかの施設、その西側に南北を揃えて配置さ

れた御堂、さらにこの御堂は被災後にも同じ場所に建て替えられているなど、こうした邸内施設

の配置には計画性がうかがえ、SB79の基礎地業はそれに規制された結果と考えられる。

今回の調査地以外でも、右京では平安時代前期に放棄された地域が、平安時代末から鎌倉時代

前期に再開発される事例が数箇所で知られている。右京が衰退した後の実質的な京の縁辺部とい

える地域に、この時期こうした再開発が行われた契機や背景を追求することが今後に残された課

題の一つといえよう。

４期は耕作関係の溝や土取りがほとんどで、御土居の濠のほか顕著な遺構は無い。御土居の濠

は今回の調査範囲の東寄りで検出しており、それより西の地帯は近世に至っても洛外として近郊

農地としての利用に止まっていたのであろう。鎌倉時代後期に再び衰退したこの地域がどの時点

で耕作地化したのかが問題となるが、それをを知る手がかりは今回の調査では得られなかった。
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